
東
南
ア
ジ
ア
の
民
俗
・
文
化
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は
じ
め
に

二
〇
一
四
年
、
私
は
イ
ン
ド
シ
ナ
に
お
い
て
植
民
地
政
庁
が
ど
の
よ
う
に
共
産
党
を
監
視

し
て
い
た
の
か
を
知
る
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
の
エ
ク
サ
ン
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
に
あ
る
国
立
海
外
文

書
館
（Archives nationales d'outre-m

er:AN
O

M

）
で
警
察
史
料
を
調
べ
て
い
た
。
こ

の
と
き
偶
然
、
日
本
人
娼
館
に
関
す
る
次
の
史
料
を
見
つ
け
た
。

【
史
料
一
】

一
九
〇
七
年
三
月
一
日

ア
ン
リ
・
セ
ス
テ
ィ
エ

バ
ッ
ク
ニ
ン
省
フ
ラ
ン
ス
理
事
官

ト
ン
キ
ン
理
事
長
官
殿
へ

「
ア
ジ
ア
系
外
国
人
の
居
住
調
書
」

一
九
〇
七
年
一
月
二
三
日
付
、
機
密
書
簡
郵
便
第
九
号
返
信
、
ハ
ノ
イ

バ
ッ
ク
ニ
ン
省
に
日
本
人
男
性
が
い
な
い
こ
と
を
こ
こ
に
通
知
い
た
し
ま
す
。
六
名
の
日

本
国
籍
を
も
つ
女
性
が
、
ダ
ッ
プ
カ
ウ
地
区
で
娼
館
を
営
ん
で
お
り
、
警
察
の
管
轄
下
に
あ

り
ま
す
。
彼
女
た
ち
は
入
省
と
同
時
に
登
記
を
行
い
、
す
で
に
数
年
を
経
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
状
況
を
規
定
に
も
と
づ
く
も
の
と
す
る
た
め
、
一
九
〇
四
年
八
月
七
日
付
け
の
政

令
に
従
い
、
よ
り
正
確
な
も
の
に
す
る
べ
く
、
彼
女
た
ち
に
再
申
請
を
行
わ
せ
ま
し
た
。
こ

れ
を
も
っ
て
一
九
〇
七
年
二
月
一
九
日
に
受
領
い
た
し
ま
し
た
六
二
号
書
簡
の
要
請
に
お
答

え
致
し
ま
す
。
ハ
イ
フ
ォ
ン
市
お
よ
び
ハ
ノ
イ
市
の
市
民
課
か
ら
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
正

式
な
登
記
簿
を
送
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
身
元
確
認
が
円
滑
に
進

み
、
ア
ジ
ア
系
外
国
人
の
監
視
に
関
す
る
要
請
を
順
守
い
た
し
ま
す
。

初
め
て
こ
の
史
料
を
目
に
し
た
と
き
は
た
だ
た
だ
驚
く
だ
け
だ
っ
た
。
一
九
〇
七
年
と
い

え
ば
明
治
四
〇
年
に
あ
た
る
わ
け
で
、
そ
の
よ
う
な
時
代
に
日
本
人
女
性
が
イ
ン
ド
シ
ナ
で

性
売
買
に
従
事
し
て
い
よ
う
と
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
女
性
た
ち

が
働
い
て
い
た
場
所
が
地
方
の
バ
ッ
ク
ニ
ン
省
で
あ
っ
た
こ
と
も
驚
き
の
一
因
だ
っ
た
。

ダ
ッ
プ
カ
ウ
と
い
っ
た
地
名
も
一
度
も
耳
に
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

明
治
以
降
に
海
外
に
出
向
い
て
性
売
買
に
従
事
し
て
い
た
女
性
は
「
か
ら
ゆ
き
さ
ん
」
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
か
ら
ゆ
き
さ
ん
に
つ
い
て
は
一
九
七
〇
年
代
に
山
崎
朋
子
の
『
サ
ン

ダ
カ
ン
八
番
娼
館
』（
一
九
七
二
年
）、
森
崎
和
江
の
『
か
ら
ゆ
き
さ
ん
』（
一
九
七
六
年
）

が
発
表
さ
れ
て
か
ら
、
日
本
で
多
数
の
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
。
山
崎
や
森
崎
よ
り
も
早
く

出
版
さ
れ
た
も
の
で
は
、
森
克
巳
『
人
身
売
買
：
海
外
出
稼
ぎ
女
』（
一
九
五
九
年
、
至
文

堂
）
や
谷
川
健
一
の
編
集
に
よ
る
一
連
の
研
究
が
あ
る一
。
一
九
七
〇
年
代
以
降
で
あ
れ
ば
、

シ
ベ
リ
ア
や
中
国
北
東
部
の
か
ら
ゆ
き
さ
ん
に
つ
い
て
新
聞
資
料
を
も
と
に
そ
の
実
態
を
描

い
た
倉
橋
正
直
の
研
究
、
被
差
別
部
落
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
た
大
場
昇
の
研
究
、
従

軍
慰
安
婦
と
の
関
連
性
を
考
察
し
た
山
田
盟
子
や
金
一
勉
の
研
究
、
日
本
の
経
済
進
出
と
か

ら
ゆ
き
さ
ん
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
察
し
た
清
水
洋
・
平
川
均
の
研
究
、
日
本
社
会
の
中
で

ト
ン
キ
ン
の
日
本
人
娼
館

―
ト
ン
キ
ン
理
事
長
官
府
第
九
号
機
密
書
簡
を
め
ぐ
っ
て
―

鈴
　
木
　
伸
　
二
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か
ら
ゆ
き
さ
ん
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
か
を
考
察
し
た
巌
本
新
奈
の
研
究
な

ど
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い二
。
海
外
で
は
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ワ
レ
ン
が
二
〇
〇

三
年
にAh Ku and Karayuki-san: Prostitution in Singapore 1870-1940

を
出
版
し
、

二
〇
一
五
年
に
は
『
阿
古
と
か
ら
ゆ
き
さ
ん
：
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
買
売
春1870

－1940

年
』
と
し
て
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
た三
。
ワ
レ
ン
の
研
究
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
庁
の
検
視
官
記

録
を
中
心
に
、
様
々
な
植
民
地
史
料
を
用
い
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
性
産
業
の
実
態
を
明
ら
か

に
し
て
お
り
、
現
在
ま
で
に
出
版
さ
れ
た
か
ら
ゆ
き
さ
ん
関
連
の
研
究
で
は
傑
出
し
た
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
か
ら
ゆ
き
さ
ん
の
研
究
は
決
し
て
少
な
く
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
エ
ク
サ

ン
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
で
史
料
を
見
つ
け
た
と
き
、
私
は
自
ら
か
ら
ゆ
き
さ
ん
を
調
べ
る
ま
で
も

な
く
、
先
行
研
究
を
探
せ
ば
イ
ン
ド
シ
ナ
に
関
す
る
論
考
も
見
つ
か
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
二
〇
一
八
年

に
再
び
エ
ク
サ
ン
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
の
文
書
館
で
日
本
人
娼
館
関
連
の
史
料
を
探
し
た
。
だ

が
、
国
立
海
外
文
書
館
で
私
が
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
史
料
は
、
ト
ン
キ
ン
理
事
長
官
府

の
史
料
に
分
類
さ
れ
て
い
るAN

O
M

/GGI/AF/02115

とAN
O

M
/GGI/AF/02117

の

二
つ
の
フ
ォ
ル
ダ
だ
け
だ
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
フ
ォ
ル
ダ
は
い
ず
れ
も
一
九
〇
七
年
に
ト
ン

キ
ン
理
事
長
官
府
が
発
し
た
第
九
号
機
密
書
簡
に
関
連
す
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
以

下
で
使
用
す
る
史
料
は
一
九
〇
七
年
に
理
事
長
官
府
が
取
り
ま
と
め
た
も
の
に
限
ら
れ
る
。

歴
史
学
的
な
論
考
と
し
て
は
誠
に
心
許
な
い
史
料
の
数
で
は
あ
る
が
、
イ
ン
ド
シ
ナ
に
つ
い

て
先
行
研
究
が
見
出
せ
な
い
状
況
を
鑑
み
本
論
を
執
筆
す
る
こ
と
に
し
た
。

本
論
は
第
一
章
で
第
九
号
機
密
書
簡
が
出
さ
れ
た
経
緯
を
、
第
二
章
で
は
そ
の
機
密
書
簡

に
も
と
づ
き
集
め
ら
れ
た
各
地
の
報
告
か
ら
ト
ン
キ
ン
に
お
け
る
日
本
人
娼
館
の
位
置
を
特

定
す
る
。
さ
ら
に
、
警
察
や
憲
兵
隊
、
フ
ラ
ン
ス
軍
が
理
事
長
官
府
に
送
付
し
た
調
書
や
出

入
国
記
録
か
ら
、
監
視
の
対
象
に
な
っ
て
い
た
娼
館
主
人
や
手
配
人
、
娼
館
で
働
く
日
本
人

女
性
を
顧
客
と
し
た
商
人
に
つ
い
て
記
述
し
、
そ
の
後
で
日
本
人
女
性
の
具
体
的
な
氏
名
、

出
生
年
、
出
身
地
、
入
国
経
路
な
ど
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。
第
三
章
で
は
ハ
ノ
イ
や
ハ
イ

フ
ォ
ン
と
い
っ
た
都
市
部
だ
け
で
は
な
く
、
辺
境
と
も
い
え
る
場
所
に
ま
で
日
本
人
娼
館
が

進
出
し
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
場
所
に
お
い
て
娼
館
経
営
が
成
り
立
っ

て
い
た
の
か
を
当
時
の
ト
ン
キ
ン
の
状
況
、
と
り
わ
け
鉄
道
と
軍
隊
に
焦
点
を
置
い
て
考
察

す
る
。
ト
ン
キ
ン
の
鉄
道
建
設
に
つ
い
て
は
す
で
に
い
く
つ
か
の
研
究
が
あ
り
、
本
論
で
は

こ
う
し
た
研
究
に
依
拠
し
た
。
一
方
、
軍
隊
に
関
し
て
は
一
九
〇
七
年
の
軍
編
成
に
関
す
る

研
究
が
な
か
っ
た
た
め
、
官
報
で
あ
る
「
イ
ン
ド
シ
ナ
一
般
年
報
」
と
フ
ラ
ン
ス
軍
参
謀
部

が
一
九
三
〇
年
に
発
行
し
た
「
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
軍
史
」
を
も
ち
い
て
駐
留
軍
の
編
成
や
軍

事
活
動
を
明
ら
か
に
し
た四
。

こ
こ
で
、
あ
ら
か
じ
め
本
論
の
限
界
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
先
述
し
た
よ
う
に
本

論
は
フ
ラ
ン
ス
国
立
海
外
文
書
館
で
筆
者
が
み
つ
け
た
史
料
に
依
拠
し
て
い
る
。
こ
の
史
料

は
あ
く
ま
で
ト
ン
キ
ン
に
在
留
し
て
い
る
日
本
人
の
所
在
に
つ
い
て
の
報
告
か
ら
な
っ
て
お

り
、
当
時
の
イ
ン
ド
シ
ナ
で
性
売
買
が
ど
の
よ
う
な
法
的
根
拠
を
も
っ
て
い
た
の
か
、
日
本

人
娼
館
の
労
働
環
境
な
ど
娼
館
内
部
の
実
態
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
に
関
し
て
の

記
述
は
一
切
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
は
議
論
で
き
て
い
な
い
。

さ
ら
に
本
論
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
本
国
の
公
娼
制
度
や
、
イ
ン
ド
シ
ナ
以
外
の
地
域
と
の
比
較

と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
も
言
及
で
き
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と

な
る
だ
ろ
う
。

第
一
章
　
第
九
号
機
密
書
簡
と
イ
ン
ド
シ
ナ
の
統
治
形
態

「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
論
で
は
一
九
〇
七
年
の
ト
ン
キ
ン
理
事
長
官
府
の

史
料
に
も
と
づ
き
議
論
を
行
う
が
、
こ
こ
で
は
ま
ず
、
第
九
号
機
密
書
簡
が
発
令
さ
れ
た
経

緯
と
、
こ
の
指
示
を
受
け
て
調
査
を
行
っ
た
部
局
に
つ
い
て
整
理
し
た
い
。
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イ
・
チ
ャ
ウ
（Phan B

ội C
hâu

）
だ
っ
た
。
チ
ャ
ウ
は
一
九
〇
五
年
に
日
本
に
密
航
し
、
犬

養
毅
ら
と
会
談
し
た
。
こ
の
会
談
を
機
に
維
新
会
は
イ
ン
ド
シ
ナ
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
人
を
日
本

に
留
学
さ
せ
る
東
遊
運
動
を
開
始
し
、
そ
の
中
に
は
皇
族
の
ク
オ
ン
・
デ
も
含
ま
れ
て
い

た
。
イ
ン
ド
シ
ナ
当
局
が
在
日
ベ
ト
ナ
ム
人
に
つ
い
て
の
未
確
認
情
報
を
入
手
し
た
の
は
一

九
〇
六
年
中
頃
だ
っ
た
。
イ
ン
ド
シ
ナ
総
督
府
は
こ
れ
以
降
、
再
三
に
わ
た
っ
て
在
日
フ
ラ

ン
ス
大
使
館
に
日
本
政
府
に
対
し
て
調
査
を
要
請
す
る
よ
う
督
促
し
た六
。
こ
う
し
た
中
で
一

九
〇
六
年
十
一
月
に
フ
ラ
ン
ス
は
日
本
と
の
外
交
的
な
交
渉
を
開
始
し
た
。
こ
の
外
交
交
渉

は
、
清
国
領
土
お
よ
び
そ
れ
と
直
接
境
界
を
接
す
る
地
域
に
お
け
る
双
方
の
主
権
や
保
護
権

を
承
認
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
日
本
は
フ
ラ
ン
ス
の
イ
ン
ド
シ
ナ
の
よ
う
に
清
国

領
土
と
直
接
境
界
を
接
す
る
地
域
を
領
有
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
将
来
の
中
国
政
策
を
見
据

え
て
協
議
に
応
じ
た
。
一
九
〇
六
年
か
ら
始
ま
る
交
渉
で
は
、
日
本
が
イ
ン
ド
シ
ナ
に
対
す

る
フ
ラ
ン
ス
の
権
利
を
承
認
す
る
見
返
り
に
、
日
本
の
イ
ン
ド
シ
ナ
で
の
最
恵
国
待
遇
を
フ

ラ
ン
ス
が
認
め
る
付
属
宣
言
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
協
議
さ
れ
て
い
た七
。
ト
ン
キ
ン
理
事
長

官
府
の
一
九
〇
七
年
一
月
二
三
日
付
け
第
九
号
機
密
書
簡
は
、
日
本
人
と
反
仏
ベ
ト
ナ
ム
人

運
動
家
と
の
関
係
を
疑
い
つ
つ
、
外
交
交
渉
に
水
を
差
さ
ず
に
、
イ
ン
ド
シ
ナ
在
留
日
本
人

を
監
視
す
る
と
い
う
政
治
的
な
意
味
合
い
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る八
。

第
九
号
機
密
書
簡
を
受
け
て
各
地
の
警
察
や
憲
兵
、
軍
人
は
居
留
す
る
日
本
人
の
情
報
を

集
め
た
。
そ
の
際
、
一
九
〇
四
年
四
月
七
日
の
政
令
で
定
め
ら
れ
た
居
住
申
告
書
の
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
が
使
用
さ
れ
た
。
こ
の
政
令
は
イ
ン
ド
シ
ナ
総
督
府
の
事
務
総
長
だ
っ
た
ブ
ロ
ー
ニ

（Broni

）
が
創
案
し
た
も
の
で
、
イ
ン
ド
シ
ナ
に
居
住
す
る
外
国
人
が
居
住
地
の
所
管
省
庁

で
登
記
を
行
う
こ
と
を
定
め
た
も
の
だ
っ
た
。
す
べ
て
の
外
国
人
は
、
居
住
地
に
到
着
後
、

十
五
日
以
内
に
登
記
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
登
記
の
際
に
は
、
本
人
の
氏
名
、
父
母
の

氏
名
、
国
籍
、
生
年
月
日
、
当
人
が
最
後
に
滞
在
し
て
い
た
場
所
、
職
業
、
妻
や
子
供
な
ど

同
伴
者
の
情
報
を
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
申
告
は
サ
イ
ゴ
ン
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
、

【
史
料
二
】

回
報

一
九
〇
七
年
一
月
二
三
日

理
事
長
官
よ
り
理
事
官
、
軍
管
区
司
令
官
、
ハ
ノ
イ
及
び
ハ
イ
フ
ォ
ン
市
長
へ

第
九
号
、
機
密

あ
な
た
の
管
理
区
域
に
居
住
す
る
日
本
人
の
人
数
を
至
急
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
同
時

に
、
一
九
〇
四
年
四
月
七
日
の
ア
ジ
ア
系
外
国
人
の
居
住
申
告
に
関
す
る
政
令
に
も
と
づ

き
、
居
住
地
で
作
成
し
た
申
告
書
の
写
し
を
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ら
の
申
告
書
は
機

密
文
書
と
し
て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

グ
ォ
ー
ロ

官
房
、
行
政
官

パ
ト
ゥ
リ

第
九
号
機
密
書
簡
に
は
ト
ン
キ
ン
理
事
長
官
の
グ
ォ
ー
ロ
（Groleau

）
と
、
理
事
長
官

府
官
房
の
三
級
行
政
官
だ
っ
た
パ
ト
ゥ
リ
（Patry

）
の
署
名
が
入
っ
て
い
る
。
一
九
〇
七

年
度
の
「
イ
ン
ド
シ
ナ
一
般
年
報
」
に
よ
る
と
、
官
房
は
極
秘
業
務
も
取
り
扱
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
パ
ト
ゥ
リ
が
実
質
的
な
業
務
担
当
者
だ
っ
た
こ
と
に
な
る五
。
こ
の
書
簡

の
興
味
深
い
点
は
、
機
密
文
書
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
、
日
本
人
の
所
在
を
把
握
す

る
こ
と
が
機
密
扱
い
と
し
て
処
理
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

実
は
一
九
〇
七
年
と
い
う
年
は
日
本
と
イ
ン
ド
シ
ナ
の
関
係
が
極
め
て
微
妙
な
時
期
だ
っ

た
。
日
露
戦
争
で
日
本
が
勝
利
す
る
と
、
イ
ン
ド
シ
ナ
の
ベ
ト
ナ
ム
人
知
識
階
級
の
中
で
、

日
本
の
援
助
を
得
て
フ
ラ
ン
ス
と
対
抗
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
生
ま
れ
た
。
こ
れ
を
主
導
し

た
の
が
皇
族
の
ク
オ
ン
・
デ
（C

ường Đ
ể

）
を
盟
主
に
維
新
会
を
組
織
し
た
フ
ァ
ン
・
ボ



 ― 193 ― 

トンキンの日本人娼館

イ
・
チ
ャ
ウ
（Phan B

ội C
hâu

）
だ
っ
た
。
チ
ャ
ウ
は
一
九
〇
五
年
に
日
本
に
密
航
し
、
犬

養
毅
ら
と
会
談
し
た
。
こ
の
会
談
を
機
に
維
新
会
は
イ
ン
ド
シ
ナ
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
人
を
日
本

に
留
学
さ
せ
る
東
遊
運
動
を
開
始
し
、
そ
の
中
に
は
皇
族
の
ク
オ
ン
・
デ
も
含
ま
れ
て
い

た
。
イ
ン
ド
シ
ナ
当
局
が
在
日
ベ
ト
ナ
ム
人
に
つ
い
て
の
未
確
認
情
報
を
入
手
し
た
の
は
一

九
〇
六
年
中
頃
だ
っ
た
。
イ
ン
ド
シ
ナ
総
督
府
は
こ
れ
以
降
、
再
三
に
わ
た
っ
て
在
日
フ
ラ

ン
ス
大
使
館
に
日
本
政
府
に
対
し
て
調
査
を
要
請
す
る
よ
う
督
促
し
た六
。
こ
う
し
た
中
で
一

九
〇
六
年
十
一
月
に
フ
ラ
ン
ス
は
日
本
と
の
外
交
的
な
交
渉
を
開
始
し
た
。
こ
の
外
交
交
渉

は
、
清
国
領
土
お
よ
び
そ
れ
と
直
接
境
界
を
接
す
る
地
域
に
お
け
る
双
方
の
主
権
や
保
護
権

を
承
認
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
日
本
は
フ
ラ
ン
ス
の
イ
ン
ド
シ
ナ
の
よ
う
に
清
国

領
土
と
直
接
境
界
を
接
す
る
地
域
を
領
有
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
将
来
の
中
国
政
策
を
見
据

え
て
協
議
に
応
じ
た
。
一
九
〇
六
年
か
ら
始
ま
る
交
渉
で
は
、
日
本
が
イ
ン
ド
シ
ナ
に
対
す

る
フ
ラ
ン
ス
の
権
利
を
承
認
す
る
見
返
り
に
、
日
本
の
イ
ン
ド
シ
ナ
で
の
最
恵
国
待
遇
を
フ

ラ
ン
ス
が
認
め
る
付
属
宣
言
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
協
議
さ
れ
て
い
た七
。
ト
ン
キ
ン
理
事
長

官
府
の
一
九
〇
七
年
一
月
二
三
日
付
け
第
九
号
機
密
書
簡
は
、
日
本
人
と
反
仏
ベ
ト
ナ
ム
人

運
動
家
と
の
関
係
を
疑
い
つ
つ
、
外
交
交
渉
に
水
を
差
さ
ず
に
、
イ
ン
ド
シ
ナ
在
留
日
本
人

を
監
視
す
る
と
い
う
政
治
的
な
意
味
合
い
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る八
。

第
九
号
機
密
書
簡
を
受
け
て
各
地
の
警
察
や
憲
兵
、
軍
人
は
居
留
す
る
日
本
人
の
情
報
を

集
め
た
。
そ
の
際
、
一
九
〇
四
年
四
月
七
日
の
政
令
で
定
め
ら
れ
た
居
住
申
告
書
の
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
が
使
用
さ
れ
た
。
こ
の
政
令
は
イ
ン
ド
シ
ナ
総
督
府
の
事
務
総
長
だ
っ
た
ブ
ロ
ー
ニ

（Broni

）
が
創
案
し
た
も
の
で
、
イ
ン
ド
シ
ナ
に
居
住
す
る
外
国
人
が
居
住
地
の
所
管
省
庁

で
登
記
を
行
う
こ
と
を
定
め
た
も
の
だ
っ
た
。
す
べ
て
の
外
国
人
は
、
居
住
地
に
到
着
後
、

十
五
日
以
内
に
登
記
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
登
記
の
際
に
は
、
本
人
の
氏
名
、
父
母
の

氏
名
、
国
籍
、
生
年
月
日
、
当
人
が
最
後
に
滞
在
し
て
い
た
場
所
、
職
業
、
妻
や
子
供
な
ど

同
伴
者
の
情
報
を
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
申
告
は
サ
イ
ゴ
ン
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
、

【
史
料
二
】

回
報

一
九
〇
七
年
一
月
二
三
日

理
事
長
官
よ
り
理
事
官
、
軍
管
区
司
令
官
、
ハ
ノ
イ
及
び
ハ
イ
フ
ォ
ン
市
長
へ

第
九
号
、
機
密

あ
な
た
の
管
理
区
域
に
居
住
す
る
日
本
人
の
人
数
を
至
急
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
同
時

に
、
一
九
〇
四
年
四
月
七
日
の
ア
ジ
ア
系
外
国
人
の
居
住
申
告
に
関
す
る
政
令
に
も
と
づ

き
、
居
住
地
で
作
成
し
た
申
告
書
の
写
し
を
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ら
の
申
告
書
は
機

密
文
書
と
し
て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

グ
ォ
ー
ロ

官
房
、
行
政
官

パ
ト
ゥ
リ

第
九
号
機
密
書
簡
に
は
ト
ン
キ
ン
理
事
長
官
の
グ
ォ
ー
ロ
（Groleau
）
と
、
理
事
長
官

府
官
房
の
三
級
行
政
官
だ
っ
た
パ
ト
ゥ
リ
（Patry

）
の
署
名
が
入
っ
て
い
る
。
一
九
〇
七

年
度
の
「
イ
ン
ド
シ
ナ
一
般
年
報
」
に
よ
る
と
、
官
房
は
極
秘
業
務
も
取
り
扱
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
パ
ト
ゥ
リ
が
実
質
的
な
業
務
担
当
者
だ
っ
た
こ
と
に
な
る五
。
こ
の
書
簡

の
興
味
深
い
点
は
、
機
密
文
書
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
、
日
本
人
の
所
在
を
把
握
す

る
こ
と
が
機
密
扱
い
と
し
て
処
理
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

実
は
一
九
〇
七
年
と
い
う
年
は
日
本
と
イ
ン
ド
シ
ナ
の
関
係
が
極
め
て
微
妙
な
時
期
だ
っ

た
。
日
露
戦
争
で
日
本
が
勝
利
す
る
と
、
イ
ン
ド
シ
ナ
の
ベ
ト
ナ
ム
人
知
識
階
級
の
中
で
、

日
本
の
援
助
を
得
て
フ
ラ
ン
ス
と
対
抗
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
生
ま
れ
た
。
こ
れ
を
主
導
し

た
の
が
皇
族
の
ク
オ
ン
・
デ
（C

ường Đ
ể

）
を
盟
主
に
維
新
会
を
組
織
し
た
フ
ァ
ン
・
ボ
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み
る
よ
う
に
ハ
イ
フ
ォ
ン
市
で
は
出
入
国
審
査
は
警
察
、
入
国
後
の
外
国
人
の
監
視
は
憲
兵

隊
と
い
う
よ
う
に
役
割
分
担
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
山
岳
地
帯
の
軍
管
区
で
は
現
地
に
駐
留

し
て
い
る
軍
人
が
外
国
人
の
監
視
を
行
っ
て
い
た
。
第
二
章
で
は
国
立
海
外
文
書
館
の
史
料

を
引
用
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
書
が
警
察
や
憲
兵
、
軍
人
に
よ
っ
て
作
成
さ

れ
て
い
る
の
は
、
上
記
の
よ
う
な
理
由
か
ら
で
あ
る
。

第
二
章
　
ト
ン
キ
ン
の
日
本
人
娼
館

二

－

一
　
ト
ン
キ
ン
に
お
け
る
日
本
人
娼
館
所
在
地

第
九
号
機
密
書
簡
は
ト
ン
キ
ン
に
居
留
し
て
い
る
日
本
人
の
調
査
を
地
方
行
政
機
関
に
依

頼
し
た
も
の
で
、
け
っ
し
て
日
本

人
娼
館
や
そ
こ
で
働
く
女
性
の
調

査
を
依
頼
し
た
も
の
で
は
な
い
。

実
際
、
国
立
海
外
文
書
館
史
料
の

出
入
国
記
録
な
ど
に
は
商
業
目
的

で
ト
ン
キ
ン
に
入
国
し
た
人
々
の

情
報
も
含
ま
れ
て
い
た
。
だ
が
、

一
九
〇
七
年
の
史
料
で
も
っ
と
も

多
か
っ
た
の
は
、
日
本
人
娼
館
に

関
わ
る
人
々
に
関
す
る
も
の
だ
っ

た
。
表
一
は
こ
う
し
た
史
料
の
中

か
ら
日
本
人
娼
館
に
関
連
す
る
も

の
を
抜
き
出
し
て
作
成
し
た
も
の

で
あ
る
。
表
一
の
五
番
フ
ー
ラ
ン

ト
ゥ
オ
ン
と
六
番
の
バ
ッ
ク
ニ
ン
、

サ
ン
ジ
ャ
ッ
ク
（
ブ
ン
タ
オ
）、
ト
ゥ
ー
ラ
ン
（
ダ
ナ
ン
）、
ハ
ノ
イ
、
ハ
イ
フ
ォ
ン
の
庁
舎

や
、
各
省
の
理
事
官
府
、
軍
管
区
の
司
令
部
で
行
う
こ
と
と
さ
れ
た九
。

後
の
議
論
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
、
こ
こ
で
フ
ラ
ン
ス
に
よ
る
イ
ン
ド
シ
ナ
の
統
治
形

態
を
整
理
し
て
お
き
た
い一〇
。
一
九
〇
七
年
当
時
、
イ
ン
ド
シ
ナ
は
コ
ー
チ
シ
ナ
、
ト
ン
キ

ン
、
ア
ン
ナ
ン
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
か
ら
な
る
連
邦
を
構
成
し
て
い
た
。
こ
の
連
邦
を

統
括
す
る
の
が
イ
ン
ド
シ
ナ
総
督
府
だ
っ
た
。
一
方
、
各
邦
は
そ
れ
ぞ
れ
自
治
権
を
与
え
ら

れ
て
い
た
。
コ
ー
チ
シ
ナ
は
フ
ラ
ン
ス
の
直
轄
植
民
地
で
あ
り
、
コ
ー
チ
シ
ナ
知
事

（Lieutenant-gouverneur

）
の
も
と
知
事
府
が
行
政
を
担
っ
て
い
た
。
ま
た
、
コ
ー
チ
シ

ナ
は
フ
ラ
ン
ス
本
国
の
議
会
に
一
名
の
議
員
を
送
る
権
限
を
有
し
て
い
た
。
ア
ン
ナ
ン
や
カ

ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
で
は
王
室
が
残
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
理
事
長
官
（Résident 

supérieur

）
が
こ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
が
と
ら
れ
た
。
一
方
、
ト
ン
キ
ン
は
直
轄
植

民
地
や
保
護
国
で
は
な
く
、
保
護
領
と
さ
れ
た
。
ト
ン
キ
ン
に
お
け
る
行
政
部
門
の
ト
ッ
プ

は
理
事
長
官
で
、
そ
の
も
と
に
理
事
長
官
府
が
置
か
れ
た
。
一
九
〇
七
年
当
時
、
ト
ン
キ
ン

に
は
二
三
の
省
が
置
か
れ
、
省
行
政
は
イ
ン
ド
シ
ナ
総
督
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
理
事

（Résident

）
を
長
と
す
る
理
事
府
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
ト
ン
キ
ン
で
は
中

国
と
国
境
を
接
す
る
山
岳
地
帯
に
三
つ
の
軍
管
区
（
カ
オ
バ
ン
、
ラ
オ
カ
イ
、
ハ
ザ
ン
）
が

設
置
さ
れ
、
軍
人
で
あ
る
軍
管
区
司
令
官
が
管
区
全
体
を
管
理
す
る
体
制
が
取
ら
れ
て
い

た
。
第
九
号
機
密
書
簡
の
宛
先
に
軍
管
区
司
令
官
が
含
ま
れ
て
い
た
の
は
こ
の
た
め
で
あ
っ

た
。
さ
ら
に
、
ト
ン
キ
ン
に
は
ハ
ノ
イ
と
ハ
イ
フ
ォ
ン
と
い
う
二
つ
の
市
（ville

）
が
含
ま

れ
て
い
た
。
行
政
組
織
と
し
て
の
市
は
独
自
に
議
会
を
持
ち
、
省
よ
り
も
自
治
権
を
も
っ
て

い
た
。
ま
た
、
本
論
に
深
く
関
わ
る
組
織
と
し
て
は
警
察
に
も
言
及
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
だ
ろ
う
。
イ
ン
ド
シ
ナ
の
治
安
維
持
組
織
は
警
察
と
憲
兵
、
軍
か
ら
成
っ
て
い
た
。

ト
ン
キ
ン
で
は
ハ
ノ
イ
市
と
ハ
イ
フ
ォ
ン
市
が
そ
れ
ぞ
れ
警
察
を
組
織
し
て
い
た
。
一
方
、

こ
れ
以
外
の
省
で
は
陸
軍
省
に
属
す
る
憲
兵
が
警
察
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
ま
た
、
後
に

表１　1907 年の日本人娼館の所在地
ハノイ市 現在の所在地

1 キュイーブ通り rue du Cuivre Hàng Mã 通り
2 タース通り rue des Tasses Bát Sứ、Hàng Đồng 通り
3 ハイフォン市 Haiphong
4 キエンアン省 Kien-an

  バックザン省 Bac-giang
5 フーラントゥオン Phu-lang-thuong

  バックニン省 Bac-ninh
6 バックニン Bac-ninh
7 ダップカウ Dap-cau
8 ランソン省 Lang-son
9 ラオカイ軍管区 Lao-kay

10 イェンバイ省 Yen-bay
（出所）ANOM/GGI/AF/02115、ANOM/GGI/AF/02117 より筆者作成
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八
番
の
ラ
ン
ソ
ン
省
は
一
九
〇
七
年
の
段
階
で
娼
館
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
そ
れ

以
前
に
娼
館
が
存
在
し
た
か
、
そ
の
存
在
を
示
唆
す
る
記
述
が
あ
っ
た
史
料
に
も
と
づ
い
て

付
け
加
え
た
。
以
下
に
そ
れ
を
示
す
史
料
二
つ
を
記
載
す
る
。

【
史
料
三
】

フ
ー
ラ
ン
ト
ゥ
オ
ン
、
一
九
〇
七
年
一
月
二
八
日

バ
ッ
ク
ザ
ン
省
理
事
官

ト
ン
キ
ン
理
事
長
官
殿

一
九
〇
七
年
一
月
二
六
日
作
成
、「
第
九
号
機
密
書
簡
返
信
、
国
境
の
日
本
人
居
住
者
に
関

し
て
」

第
九
号
機
密
書
簡
へ
の
返
信
と
し
て
バ
ッ
ク
ザ
ン
省
に
日
本
人
が
居
住
し
て
い
な
い
こ
と

を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
フ
ー
ラ
ン
ト
ゥ
オ
ン
に
は
昨
年
の
十
一
月
ま
で
日
本
人
の
娼
館

が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
現
在
、
そ
こ
に
い
た
女
性
た
ち
は
（
軍
の
）
駐
屯
地
の
中
心
で
あ
る

バ
ッ
ク
ニ
ン
に
転
居
い
た
し
ま
し
た
。

【
史
料
四
】

国
家
憲
兵
隊
、
ハ
ノ
イ
管
区
ダ
ッ
プ
カ
ウ
出
張
所

一
九
〇
七
年
一
月
二
日
作
成
、「
一
九
〇
六
年
十
二
月
の
外
国
人
監
視
報
告
」

一
九
〇
六
年
十
二
月
四
日 

キ
ン
ザ
ブ
ロ
ウ

一
九
〇
六
年
九
月
二
七
日
に
ダ
ッ
プ
カ
ウ
に
到
着
し
、
一
九
〇
六
年
十
二
月
四
日
に
ラ
ン

ソ
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て
出
発
し
ま
し
た
。 

ラ
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ら
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〇
六
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十
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に
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に
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ま
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年
十
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十
四
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に
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ッ
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カ
ウ
を
出
発
し
て
ハ
ノ

イ
に
向
か
い
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
、
ハ
ノ
イ
の
キ
ュ
イ
ー
ブ
通
り
（rue du Cuivre

）
に
あ

る
日
本
人
娼
館
に
行
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た
の
だ
と
思
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ま
す
。
日
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の
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判
読
で
き
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八
番
の
ラ
ン
ソ
ン
省
は
一
九
〇
七
年
の
段
階
で
娼
館
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認
で
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な
か
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た
も
の
の
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れ
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史
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史
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史
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日

バ
ッ
ク
ザ
ン
省
理
事
官

ト
ン
キ
ン
理
事
長
官
殿

一
九
〇
七
年
一
月
二
六
日
作
成
、「
第
九
号
機
密
書
簡
返
信
、
国
境
の
日
本
人
居
住
者
に
関

し
て
」

第
九
号
機
密
書
簡
へ
の
返
信
と
し
て
バ
ッ
ク
ザ
ン
省
に
日
本
人
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し
て
い
な
い
こ
と
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知
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ま
す
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フ
ー
ラ
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ト
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オ
ン
に
は
昨
年
の
十
一
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ま
で
日
本
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娼
館
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ご
ざ
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ま
し
た
が
、
現
在
、
そ
こ
に
い
た
女
性
た
ち
は
（
軍
の
）
駐
屯
地
の
中
心
で
あ
る

バ
ッ
ク
ニ
ン
に
転
居
い
た
し
ま
し
た
。

【
史
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四
】

国
家
憲
兵
隊
、
ハ
ノ
イ
管
区
ダ
ッ
プ
カ
ウ
出
張
所

一
九
〇
七
年
一
月
二
日
作
成
、「
一
九
〇
六
年
十
二
月
の
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国
人
監
視
報
告
」

一
九
〇
六
年
十
二
月
四
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ブ
ロ
ウ

一
九
〇
六
年
九
月
二
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日
に
ダ
ッ
プ
カ
ウ
に
到
着
し
、
一
九
〇
六
年
十
二
月
四
日
に
ラ
ン

ソ
ン
に
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
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ラ
ン
ソ
ン
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ら
一
九
〇
六
年
十
二
月
十
二
日
に
ダ
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プ
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に
戻
っ
て
き
ま
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た
。
一
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十
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月
十
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日
に
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ッ
プ
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を
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発
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て
ハ
ノ

イ
に
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ま
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た
。
お
そ
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く
、
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イ
の
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ブ
通
り
（rue du Cuivre

）
に
あ
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日
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人
娼
館
に
行
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だ
と
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日
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の
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（
判
読
で
き
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ワ
タ
ナ
ベ
・
タ
ロ
ウ

三
八
歳
、
娼
館
主
人
、
ジ
ロ
ン
ド
号
に
乗
船
し
て
ト
ゥ
ー
ラ
ン
に
出
航

フ
ギ
エ

十
九
歳
、
ジ
ロ
ン
ド
号
に
乗
船
し
て
ト
ゥ
ー
ラ
ン
に
出
航

史
料
五
は
ワ
タ
ナ
ベ
・
タ
ロ
ウ
と
い
う
娼
館
主
人
が
フ
ギ
エ
と
い
う
十
九
歳
の
女
性
を

伴
っ
て
ハ
イ
フ
ォ
ン
か
ら
ト
ゥ
ー
ラ
ン
（
現
在
の
ダ
ナ
ン
）
に
向
け
て
出
港
し
た
と
記
録
し

て
い
る
。
ワ
タ
ナ
ベ
な
る
人
物
が
ど
こ
で
娼
館
を
営
ん
で
い
た
の
か
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い

た
め
に
不
明
で
あ
る
が
、
ト
ゥ
ー
ラ
ン
は
ア
ン
ナ
ン
最
大
の
港
町
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、

フ
ラ
ン
ス
海
軍
の
軍
港
で
も
あ
っ
た
の
で
お
そ
ら
く
こ
こ
に
も
日
本
人
娼
館
が
置
か
れ
て
い

た
の
だ
ろ
う
。

【
史
料
六
】
キ
エ
ン
ア
ン
省
か
ら
の
報
告
書

キ
エ
ン
ア
ン
省
・
理
事
官

一
九
〇
七
年
二
月
十
八
日
作
成
、「
省
内
に
居
住
す
る
日
本
人
」

一
月
二
三
日
付
第
九
号
書
簡
に
返
信
す
る
こ
と
を
光
栄
に
思
い
ま
す
。
本
省
に
は
男
性
、

女
性
、
子
供
か
ら
な
る
六
名
の
日
本
人
が
居
住
し
て
い
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

一
九
〇
四
年
四
月
七
日
の
政
令
に
も
と
づ
い
て
作
成
し
た
調
書
の
写
し
を
同
封
い
た
し
ま
す
。

フ
ル
ヤ
・
シ
ン
ゾ
ウ

一
八
五
三
年
生
ま
れ
、
娼
館
主
人
、
ナ
ガ
サ
キ
出
身

フ
ル
ヤ
・
ム
ラ

一
八
五
四
年
生
ま
れ
、
女
性

フ
ル
ヤ
・
シ
ン
ジ

一
八
九
八
年
生
ま
れ
、
男
性

ず
）
の
商
人
で
、
普
段
の
客
は
□
□
□
（
判
読
で
き
ず
）
と
ト
ン
キ
ン
の
日
本
人
娼
館
で
働

く
日
本
人
女
性
で
す
。
こ
れ
以
上
の
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
。

史
料
三
に
は
一
九
〇
六
年
十
一
月
ま
で
バ
ッ
ク
ザ
ン
省
の
省
都
フ
ー
ラ
ン
ト
ゥ
オ
ン
に
日

本
人
が
経
営
す
る
娼
館
が
あ
っ
た
こ
と
、
一
九
〇
七
年
に
は
そ
こ
で
働
い
て
い
た
女
性
た
ち

が
フ
ラ
ン
ス
軍
の
駐
屯
地
と
な
っ
て
い
た
バ
ッ
ク
ニ
ン
に
移
動
し
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い

た
。
史
料
四
で
は
キ
ン
ザ
ブ
ロ
ウ
と
い
う
商
人
が
娼
館
で
働
く
日
本
人
女
性
を
顧
客
と
し
て

日
本
製
の
絹
織
物
を
販
売
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
彼
が
ラ
ン
ソ
ン
に
向
か
っ
た
こ
と

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
彼
は
ラ
ン
ソ
ン
の
娼
館
に
商
い
の
た
め
出
向
い
た
の
だ
と

思
わ
れ
る
。
ま
た
、
キ
ン
ザ
ブ
ロ
ウ
は
ハ
ノ
イ
の
キ
ュ
イ
ー
ブ
通
り
の
日
本
人
娼
館
に
向

か
っ
た
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
キ
ュ
イ
ー
ブ
通
り
は
現
在
の
ハ
ン
マ
ー
（H

àng M
ã

）
通
り

に
あ
た
る一一
。

娼
館
の
所
在
地
を
示
し
た
図
一
を
み
る
と
、
ト
ン
キ
ン
の
各
地
に
日
本
人
が
経
営
す
る
娼

館
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
そ
の
広
が
り
は
基
本
的
に
鉄
道
網
に
沿
っ
て
お
り
、

ラ
ン
ソ
ン
や
ラ
オ
カ
イ
な
ど
の
国
境
地
帯
に
ま
で
及
ん
で
い
た
。

二

－

二
　
日
本
人
娼
館
の
主
人
、
手
配
人

国
立
海
外
文
書
館
の
史
料
か
ら
判
明
し
た
娼
館
主
人
や
手
配
人
は
七
名
と
な
る
。
以
下
で

は
ま
ず
、
そ
の
史
料
を
紹
介
す
る
。

【
史
料
五
】
ハ
イ
フ
ォ
ン
か
ら
の
報
告

ハ
イ
フ
ォ
ン
市
警
察

一
九
〇
七
年
三
月
十
一
日
、「
一
九
〇
七
年
三
月
期
に
お
け
る
日
本
人
の
出
入
国
記
録
」

一
九
〇
七
年
三
月
二
日
出
港
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【
史
料
八
】
ラ
オ
カ
イ
か
ら
の
報
告

ラ
オ
カ
イ
第
四
軍
管
区
、
大
隊
隊
長

一
九
〇
六
年
三
月
十
日
作
成
、「
第
四
軍
管
区
報
告
」

氏
名
　
ミ
ヤ
ケ
・
マ
サ
ゾ
ウ

父
　
ヘ
イ
ザ
ブ
ロ
　
母
　
ナ
ミ

国
籍
　
日
本

出
生
地
　
フ
ク
ハ
ラ
、
コ
ウ
ベ

出
生
年
　
一
八
六
四
年

職
業
　
娼
館
の
主
人

妻
　
オ
カ
ネ

【
史
料
九
】
ハ
イ
フ
ォ
ン
市
か
ら
の
報
告
書
二

国
家
憲
兵
隊
ハ
イ
フ
ォ
ン
連
隊

一
九
〇
七
年
二
月
一
日
作
成
、「
一
九
〇
七
年
一
月
期
の
外
国
人
監
視
報
告
」

カ
ワ
ハ
ラ
・
ソ
ウ
タ
ロ
ウ

ラ
オ
カ
イ
の
娼
館
主
人
、
一
九
〇
七
年
一
月
二
八
日
に
日
本
か
ら
香
港
を
経
由
い
て
ハ
イ

フ
ォ
ン
に
到
着
。
一
月
三
一
日
に
ラ
オ
カ
イ
に
向
け
て
出
発
。

ヨ
シ
ダ
・
キ
チ
マ
ツ

ダ
ッ
プ
カ
ウ
の
娼
館
主
人
、
一
九
〇
七
年
一
月
二
九
日
に
勝
利
丸
に
乗
船
し
て
日
本
か
ら

ハ
イ
フ
ォ
ン
に
到
着
。
一
月
三
一
日
に
ダ
ッ
プ
カ
ウ
に
向
け
て
出
発

コ
バ
ヤ
シ

一
九
〇
七
年
一
月
二
九
日
に
勝
利
丸
に
乗
船
し
て
日
本
か
ら
ハ
イ
フ
ォ
ン
に
到
着
。
タ
カ

ナ
シ
娼
館
に
滞
在
。

オ
ナ
カ
・
フ
シ
モ
ト

一
八
八
三
年
生
ま
れ
、
女
性
、
ナ
ガ
サ
キ
出
身
、
ハ
ノ
イ
・
タ
ー
ス
通
（Rue des 

Tasses

）
十
五
番
か
ら
転
居

オ
ミ
ヤ
・
タ
サ
カ

一
八
八
四
年
生
ま
れ
、
女
性
、
バ
カ
ン
出
身
、
ハ
ノ
イ
・
タ
ー
ス
通
り
十
五
番
か
ら
転
居

オ
ア
イ
・
オ
ク
ム
ラ

一
八
八
三
年
生
ま
れ
、
女
性
、
ハ
ノ
イ
・
タ
ー
ス
通
り
十
五
番
か
ら
転
居

キ
エ
ン
ア
ン
省
は
現
在
、
ハ
イ
フ
ォ
ン
市
の
行
政
区
で
空
軍
の
飛
行
場
が
置
か
れ
て
い

る
。
史
料
六
に
よ
る
と
、
こ
こ
で
長
崎
出
身
の
フ
ル
ヤ
・
シ
ン
ゾ
ウ
が
娼
館
を
経
営
し
て
い

た
。
調
書
に
は
フ
ル
ヤ
姓
の
ム
ラ
と
シ
ン
ジ
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
ム
ラ
は
シ
ン
ゾ
ウ
の

妻
で
、
シ
ン
ジ
は
二
人
の
子
供
だ
っ
た
。
ど
う
や
ら
シ
ン
ゾ
ウ
は
家
族
で
キ
エ
ン
ア
ン
省
に

居
住
し
、
娼
館
を
営
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
娼
館
で
働
く
三
名
の
日
本
人
女
性
は
調

書
に
よ
る
と
ハ
ノ
イ
市
の
タ
ー
ス
通
り
十
五
番
か
ら
転
居
し
て
い
た
。
タ
ー
ス
通
り
は
現
在

の
バ
ッ
ス
ー
通
り
（B

át Sứ

）
や
ハ
ン
ド
ン
通
り
（H

àng Đ
ồng

）
に
当
た
る
。
こ
の
界
隈

は
仏
領
期
、
ハ
ノ
イ
市
の
娼
館
街
で
あ
っ
た一二
。

【
史
料
七
】
ハ
イ
フ
ォ
ン
市
か
ら
の
報
告
書
一

国
家
憲
兵
隊
ハ
イ
フ
ォ
ン
連
隊

一
九
〇
七
年
一
月
二
日
作
成
、「
一
九
〇
六
年
十
二
月
期
の
外
国
人
監
視
報
告
」

エ
ギラ

オ
カ
イ
の
娼
館
主
人
、
一
九
〇
六
年
十
二
月
六
日
に
ハ
ノ
イ
か
ら
ハ
イ
フ
ォ
ン
に
到

着
。
十
二
月
二
〇
日
に
ラ
オ
カ
イ
に
向
け
て
出
発
。
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史
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カ
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か
ら
の
報
告
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オ
カ
イ
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四
軍
管
区
、
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隊
長

一
九
〇
六
年
三
月
十
日
作
成
、「
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四
軍
管
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告
」

氏
名
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・
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ゾ
ウ
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イ
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ハ
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、
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六
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業
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館
の
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史
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フ
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憲
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成
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」
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ハ
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ソ
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ロ
ウ

ラ
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カ
イ
の
娼
館
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人
、
一
九
〇
七
年
一
月
二
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日
に
日
本
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ら
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港
を
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由
い
て
ハ
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フ
ォ
ン
に
到
着
。
一
月
三
一
日
に
ラ
オ
カ
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に
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て
出
発
。

ヨ
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・
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ダ
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カ
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の
娼
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、
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七
年
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に
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に
乗
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し
て
日
本
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ら

ハ
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ォ
ン
に
到
着
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月
三
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日
に
ダ
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カ
ウ
に
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発
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一
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日
に
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に
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し
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日
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フ
ォ
ン
に
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着
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館
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滞
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・
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三
年
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、
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出
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、
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四
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、
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監
視
報
告
」

エ
ギラ

オ
カ
イ
の
娼
館
主
人
、
一
九
〇
六
年
十
二
月
六
日
に
ハ
ノ
イ
か
ら
ハ
イ
フ
ォ
ン
に
到

着
。
十
二
月
二
〇
日
に
ラ
オ
カ
イ
に
向
け
て
出
発
。
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も
記
録
さ
れ
て
い
た
。
ヨ
シ
ダ
は
日
本
か
ら
「
勝
利
丸
」
と
い
う
船
に
乗
っ
て
一
月
二
九
日

に
ハ
イ
フ
ォ
ン
へ
入
港
し
て
い
た
。
彼
も
カ
ワ
ハ
ラ
同
様
に
、
到
着
す
る
と
す
ぐ
に
ダ
ッ
プ

カ
ウ
に
向
か
っ
て
い
る
。

最
後
の
コ
バ
ヤ
シ
に
つ
い
て
は
、
二
月
二
六
日
に
ト
ン
キ
ン
理
事
長
官
府
官
房
か
ら
ハ
ノ

イ
中
央
警
察
署
に
「
タ
カ
ナ
シ
娼
館
に
滞
在
し
て
い
た
日
本
人
の
コ
バ
ヤ
シ
が
（
ハ
ノ
イ

に
）
向
か
っ
た
と
ハ
イ
フ
ォ
ン
憲
兵
隊
か
ら
連
絡
が
入
り
ま
し
た
。
こ
の
人
物
に
関
す
る
情

報
を
す
べ
て
入
手
し
、
彼
の
行
動
を
逐
一
報
告
し
て
く
だ
さ
い
」
と
機
密
扱
い
の
指
令
書
が

出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
ハ
ノ
イ
中
央
警
察
署
は
「
ハ
イ
フ
ォ
ン
憲
兵
隊
か
ら
連
絡

を
受
け
た
日
本
人
コ
バ
ヤ
シ
に
関
し
て
、
二
六
日
付
け
第
四
号
書
簡
に
返
答
す
る
こ
と
を
光

栄
に
思
い
ま
す
。
彼
は
一
九
〇
六
年
十
二
月
二
九
日
に
女
性
二
人
を
伴
っ
て
ト
ン
キ
ン
に
来

た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
月
一
日
に
ハ
ノ
イ
に
着
き
、
十
一
番
娼
館
に
滞
在
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
ハ
イ
フ
ォ
ン
に
向
け
て
出
発
し
、
同
地
で
は
タ
カ
ナ
シ
娼
館
に
滞
在
し
ま

し
た
。
彼
は
定
職
を
も
っ
て
お
ら
ず
、
仕
事
は
娼
館
で
働
く
女
性
の
手
配
で
す
」
と
返
信
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
を
見
る
限
り
、
ハ
イ
フ
ォ
ン
に
タ
カ
ナ
シ
と
い
う
名
前
の
娼
館
が

あ
っ
た
こ
と
、
ハ
ノ
イ
に
も
十
一
番
娼
館
と
い
う
名
前
の
娼
館
が
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
当

時
の
ト
ン
キ
ン
に
は
娼
館
で
働
く
日
本
人
女
性
の
手
配
人
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
の
五
つ
の
史
料
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
日
本
人
娼
館
の
主
人
や
手
配
人
が

ト
ン
キ
ン
内
を
頻
繁
に
行
き
来
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
特
に
、
ハ
イ
フ
ォ
ン
は
主

人
や
手
配
人
が
移
動
す
る
起
点
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
ハ
イ
フ
ォ
ン
が
海
外
航
路
船
の
寄

港
す
る
港
町
だ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
娼
館
で
働
く
女
性
た
ち
は
こ
の
港
か
ら
主
人
や
手
配
人

に
伴
わ
れ
ト
ン
キ
ン
各
地
に
移
動
し
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
次
節
で
よ
り
詳
し

く
見
て
み
た
い
。

史
料
七
、
八
、
九
か
ら
ラ
オ
カ
イ
軍
管
区
で
は
エ
ギ
、
ミ
ヤ
ケ
・
マ
サ
ゾ
ウ
、
カ
ワ
ハ

ラ
・
ソ
ウ
タ
ロ
ウ
の
三
名
が
娼
館
を
営
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
史
料
七
の
エ
ギ
は
一
九

〇
六
年
十
二
月
六
日
に
ハ
ノ
イ
か
ら
ハ
イ
フ
ォ
ン
に
入
り
、
二
〇
日
に
ラ
オ
カ
イ
へ
移
動
し

て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
ハ
イ
フ
ォ
ン
に
入
港
し
た
日
本
人
女
性
を
ラ
オ
カ
イ
に
連
れ
て
行
く

た
め
に
ハ
イ
フ
ォ
ン
に
や
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
。
残
念
な
が
ら
一
九
〇
六
年
の
出
入
国
記
録

が
な
い
た
め
に
、
誰
を
連
れ
て
行
っ
た
の
か
は
同
定
で
き
な
い
が
、
次
節
で
み
る
よ
う
に
一

九
〇
七
年
の
出
入
国
記
録
に
は
多
く
の
若
い
日
本
人
女
性
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。

史
料
八
は
ラ
オ
カ
イ
軍
管
区
で
一
九
〇
六
年
三
月
十
日
作
成
さ
れ
た
調
書
と
な
る
。
こ
の

調
書
は
一
九
〇
四
年
四
月
七
日
の
政
令
で
定
め
ら
れ
た
居
住
申
告
書
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
基

づ
い
て
作
成
さ
れ
て
い
た
。
お
そ
ら
く
、
第
九
号
機
密
書
簡
を
受
け
て
、
前
年
度
に
作
成
し

た
調
書
を
理
事
長
官
府
に
送
付
し
た
の
だ
ろ
う
。
ミ
ヤ
ケ
・
マ
サ
ゾ
ウ
は
一
八
六
四
年
に
神

戸
の
歓
楽
街
で
あ
る
福
原
で
生
ま
れ
た
。
当
時
四
三
歳
だ
っ
た
。
調
書
を
見
る
限
り
、
妻
の

オ
カ
ネ
も
娼
館
の
経
営
に
関
わ
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
史
料
六
の
フ
ル
ヤ
・
シ
ン
ゾ
ウ
も
家

族
で
娼
館
を
経
営
し
て
い
た
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、
当
時
、
こ
う
し
た
経
営
形
態
は
珍
し
く

な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
こ
の
史
料
八
に
は
ミ
ヤ
ケ
の
娼
館
で
働
い
て
い
た
十

七
人
の
日
本
人
女
性
の
居
住
申
告
書
も
付
い
て
い
た
。
こ
の
十
七
名
の
日
本
人
女
性
に
つ
い

て
は
次
節
で
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

史
料
九
の
カ
ワ
ハ
ラ
・
ソ
ウ
タ
ロ
ウ
は
一
九
〇
七
年
一
月
二
八
日
に
香
港
か
ら
ハ
イ
フ
ォ

ン
に
入
港
し
て
い
た
。
そ
の
三
日
後
に
は
ラ
オ
カ
イ
に
向
か
っ
て
い
る
。
ハ
イ
フ
ォ
ン
市
警

察
に
よ
る
出
入
国
記
録
を
み
る
と
、
同
じ
日
に
ク
ボ
・
ヒ
ザ
ブ
ロ
ウ
（
四
九
歳
）
と
い
う
男

性
、
ス
ミ
（
三
八
歳
）、
オ
キ
ト
（
二
〇
歳
）、
オ
カ
サ
（
二
一
歳
）
と
い
う
女
性
た
ち
が
香

港
か
ら
同
じ
船
に
乗
っ
て
ハ
イ
フ
ォ
ン
に
入
港
し
て
い
た
。
お
そ
ら
く
ソ
ウ
タ
ロ
ウ
も
彼
ら

／
彼
女
ら
と
同
じ
船
に
乗
っ
て
ハ
イ
フ
ォ
ン
に
入
港
し
た
の
だ
ろ
う
（
表
三
）。
史
料
九
に

は
バ
ッ
ク
ニ
ン
省
の
ダ
ッ
プ
カ
ウ
で
娼
館
を
営
ん
で
い
た
ヨ
シ
ダ
・
キ
チ
マ
ツ
と
い
う
人
物
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図３　日本人女性の絵葉書（1908 年 4 月消印）
 「トンキン　日本人女性」とある。版元はハ

ノイのモロー商会（R. Moreau et Cie）

図５　日本人女性の絵葉書（1911 年 9 月 25 日消印）
 「225B トンキンに住む日本人女性」とある。

版元はハノイのジュルフィス（P. Dieulefi ls）

図７　日本人女性の絵葉書（消印不明）
 「148 ハイフォン　日本人」とある。版元は

ハノイのパシニャ（M. Passignat）

図６　日本人女性の絵葉書（消印不明）
 「トンキン　日本人女性」とある。版元はハ

ノイのモロー商会（R. Moreau et Cie）

図４　日本人女性の絵葉書（1911 年 4 月 26 日消印）
 「トンキン　日本人」とある。版元はハイフォ

ンのジュフレンヌ（P. Dufresne）

図 2　日本人女性の絵葉書（1907 年 2 月 15 日消印）
 「125．トンキン、ハノイ・日本人女性」とある。

版元はハノイのジュルフィス（P. Dieulefi ls）
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い
て
い
る
と
あ
る
が
、
彼
女
た
ち
の
調
書
は
存
在
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
氏
名
の
わ
か
る

女
性
二
三
名
を
表
二
に
ま
と
め
た
。

表
中
の
一
番
か
ら
十
七
番
の
女
性
は
ラ
オ
カ
イ
で
娼
館
を
営
ん
で
い
た
史
料
八
の
ミ
ヤ

ケ
・
マ
サ
ゾ
ウ
と
共
に
申
告
を
行
っ
て
い
た
。
マ
サ
ゾ
ウ
と
日
本
人
女
性
十
八
名
の
申
告
書

は
筆
跡
が
す
べ
て
同
じ
で
あ
り
、
ラ
オ
カ
イ
軍
管
区
の
大
隊
隊
長
が
聞
き
取
り
を
も
と
に
作

成
し
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
正
確
な
発
音
で
記
載
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
た

と
え
ば
、
十
五
番
か
ら
十
七
番
の
三
名
の
最
終
所
在
地
を
み
る
と
、Phum

am
oto

と
記
載

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
熊
本
だ
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
八
番
の
オ
ヨ
タ
の
父
親
の
名
前
な
ど

は
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
人
が
居
住
申
告
書
を
書
い
て
い
る
と
い
う
点
で
は
十

八
番
か
ら
二
三
番
も
同
様
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ラ
オ
カ
イ
の
申
告
書
は
全
体
的
に
読
み
辛

く
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
か
ら
日
本
語
を
想
像
す
る
の
が
困
難
な
も
の
も
多
い
。
こ
れ
は
軍
人

が
聞
き
取
り
を
行
っ
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
。

そ
こ
で
表
二
は
申
告
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
情
報
を
そ
の
ま
ま
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
記
載

し
た
。
た
だ
し
、
日
本
人
女
性
の
出
生
地
に
関
し
て
は
音
読
か
ら
推
定
で
き
る
出
身
地
を
日

本
語
で
表
記
し
て
お
い
た
。
表
二
の
十
八
、
十
九
、
二
〇
番
の
三
名
は
史
料
六
の
フ
ル
ヤ
・

シ
ン
ゾ
ウ
が
キ
エ
ン
ア
ン
省
で
経
営
し
て
い
た
娼
館
で
働
い
て
い
た
女
性
た
ち
で
あ
る
。
二

一
、
二
二
、
二
三
番
の
三
名
はAN

O
M

/GGI/AF/02117

の
フ
ォ
ル
ダ
の
中
に
保
管
さ
れ

て
い
た
申
告
書
に
も
と
づ
い
て
い
る
が
、
彼
女
た
ち
が
誰
の
娼
館
で
働
い
て
い
た
の
か
は
わ

か
ら
な
い
。

申
告
書
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
は
概
ね
一
九
〇
四
年
の
政
令
に
も
と
づ
い
て
い
た
が
、
す
べ
て

が
同
じ
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
ラ
オ
カ
イ
や
イ
ェ
ン
バ
イ
の
申
告
書
は
一
人
に
つ
き

一
枚
だ
っ
た
が
、
キ
エ
ン
ア
ン
の
申
告
書
は
フ
ル
ヤ
・
シ
ン
ゾ
ウ
と
そ
の
家
族
、
娼
館
で
働

く
女
性
の
情
報
が
一
枚
の
申
告
書
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
記
載
さ
れ
て
い
る
情
報

も
ラ
オ
カ
イ
や
キ
エ
ン
ア
ン
に
は
同
地
に
入
る
前
の
最
終
所
在
地
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。
一

二

－

三
　
娼
館
で
働
く
日
本
人
女
性

ト
ン
キ
ン
の
娼
館
で
働
い
て
い
た
日
本
人
女
性
は
全
部
で
二
九
名
だ
っ
た
。
こ
れ
は
あ
く

ま
で
文
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
た
史
料
か
ら
集
計
し
た
数
で
あ
っ
て
、
お
そ
ら
く
も
っ
と
多

く
の
女
性
が
い
た
は
ず
で
あ
る
。
一
九
〇
〇
年
代
に
は
イ
ン
ド
シ
ナ
で
日
本
人
女
性
を
撮
影

し
た
絵
葉
書
が
数
多
く
販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ト
ン
キ
ン
で
も
ハ
ノ
イ
や
ハ
イ
フ
ォ

ン
で
撮
影
さ
れ
た
日
本
人
女
性
の
絵
葉
書
が
販
売
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
写
真
の
モ
デ
ル

と
な
っ
た
女
性
は
お
そ
ら
く
娼
館
で
働
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
図
二
か
ら
図
七
は
そ
う
し
た

絵
葉
書
の
一
部
で
あ
る
が
、
消
印
や
通
信
欄
に
書
か
れ
た
日
付
を
み
る
と
、
図
二
は
一
九
〇

七
年
二
月
十
五
日
、
図
三
は
一
九
〇
八
年
四
月
、
図
四
は
一
九
一
一
年
四
月
二
六
日
、
図
五

は
一
九
一
一
年
九
月
二
五
日
と
な
っ
て
い
る
。
図
六
と
図
七
は
消
印
が
消
え
て
い
て
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
絵
葉
書
を
発
行
し
て
い
た
版
元
は
ハ
ノ
イ
に
あ
っ
た

ジ
ュ
ル
フ
ィ
ス
（P. D

ieulefils

）
や
モ
ロ
ー
商
会
（R. M

oreau et Cie

）、
パ
シ
ニ
ャ
（M

. 

Passignat

）、
ハ
イ
フ
ォ
ン
の
ジ
ュ
フ
レ
ン
ヌ
（P. D

ufresne
）
だ
っ
た
。
版
元
の
一
つ

だ
っ
た
ジ
ュ
ル
フ
ィ
ス
は
一
八
八
五
年
に
砲
兵
連
隊
の
下
士
官
と
し
て
ト
ン
キ
ン
に
派
遣
さ

れ
、
一
八
八
八
年
に
ハ
ノ
イ
で
写
真
館
を
開
業
し
た
。
彼
は
イ
ン
ド
シ
ナ
の
各
地
で
写
真
撮

影
を
行
い
、
一
八
八
九
年
の
パ
リ
万
博
で
は
イ
ン
ド
シ
ナ
の
写
真
を
展
示
し
て
い
る
。
一
八

九
〇
年
代
か
ら
一
九
一
〇
年
ご
ろ
に
か
け
て
、
自
ら
撮
影
し
た
写
真
を
絵
葉
書
と
し
て
販
売

し
た
が
、
そ
の
数
は
お
よ
そ
五
千
種
に
上
っ
た
。
日
本
人
女
性
を
被
写
体
と
し
て
撮
影
し
、

絵
葉
書
と
し
て
販
売
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
九
〇
〇
年
前
後
の
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る

が
、
こ
う
し
た
絵
葉
書
が
発
行
さ
れ
る
ほ
ど
ト
ン
キ
ン
で
は
日
本
人
娼
館
が
認
知
さ
れ
て
い

た
の
だ
ろ
う
。

さ
て
、
史
料
で
確
認
で
き
た
二
九
名
の
女
性
の
う
ち
、
調
書
に
も
と
づ
い
て
氏
名
が
判
明

す
る
の
は
二
三
人
だ
っ
た
。
史
料
一
の
バ
ク
ニ
ン
省
理
事
官
が
一
九
〇
七
年
三
月
一
日
に
理

事
長
官
府
に
送
付
し
た
報
告
書
に
は
ダ
ッ
プ
カ
ウ
地
区
で
六
名
の
日
本
人
女
性
が
娼
館
で
働
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表
２

　
1907

年
の

調
書

に
現

れ
た

娼
館

で
働

く
日

本
人

女
性

番
号

名
姓

父
親

の
名

母
親

の
名

出
生

地
出

生
地

生
年

入
国

年
入

省
年

最
終

所
在

地
娼

館
の

場
所

1
O

-Tora
Kim

oula
－

－
N

agasaki
長

崎
N

agasaki
ラ

オ
カ

イ
2

O
-Chiyono

O
hhiva

M
akutaro

O
-Chiye

Thim
abara

島
原

1887
N

agasaki
ラ

オ
カ

イ
3

O
-sayo

H
arada

Sadaji
O

-choise
Am

akusa
天

草
1883

Kum
am

oto
ラ

オ
カ

イ
4

O
-chiva

Sirahara
Bansaku

O
-w

aki
Shim

abara
島

原
1882

N
agasaki

ラ
オ

カ
イ

5
O

-sei
Sakae

Kakuichi
O

saya
Am

akusa
天

草
1888

Kum
am

oto
ラ

オ
カ

イ
6

O
-H

ana
Jaw

a-saki
Thom

egy
O

m
aki

M
am

uto
熊

本
？

－
H

aiphong
ラ

オ
カ

イ
7

O
ino

M
astum

oto
Tokuei

O
sako

N
agasaki

長
崎

－
Shaugai

ラ
オ

カ
イ

8
O

-yo-ka
－

M
ikoge 

M
alakuo

Fui
M

a-kusa, 
Kom

am
oto

天
草

？
、

熊
本

－
□

im
ago

ラ
オ

カ
イ

9
O

kam
a

M
odiyam

a
－

O
yei

Sim
abara

島
原

1887
N

agasaki
ラ

オ
カ

イ
10

O
m

ito
Yam

agouchi
死

亡
O

chika
Foukoudom

im
ara

不
明

1887
Sargha

ラ
オ

カ
イ

11
O

kum
i

Thiba
M

ineso
O

kaio
M

ikho-m
ihagata

不
明

1888
Sisuoka

ラ
オ

カ
イ

12
O

yone
M

im
odi

M
asakitchi

死
亡

Tsoum
a

不
明

1887
Cho-oho

ラ
オ

カ
イ

13
O

kasa
Chirasuka

死
亡

死
亡

Boungo
豊

後
1883

O
hita

ラ
オ

カ
イ

14
O

noi
Fusiyaki

Cheitato
O

yoki
Yavatam

achi
不

明
1884

N
agasaki

ラ
オ

カ
イ

15
Sigheno

N
agasim

a
Phum

esakou
Asaghiku

am
akousa

天
草

1887
Phum

am
oto

ラ
オ

カ
イ

16
O

-Tei
Sasaki

Boum
atsu

O
youchi

am
akousa

天
草

1891
Phum

am
oto

ラ
オ

カ
イ

17
O

-Chiku
Yam

ada
Koachi

O
haka

am
akousa

天
草

1884
Phum

am
oto

ラ
オ

カ
イ

18
O

naka
Fusim

ots
Tnso

O
taka

N
agasaki

長
崎

1883
Rue des Tasses, 
H

anoi
キ

エ
ン

ア
ン

19
O

m
iya

Tosaka
M

assaki
Som

e
Ba-Kan

馬
関

（
下

関
）

？
1884

Rue des Tasses, 
H

anoi
キ

エ
ン

ア
ン

20
O

ai
O

ccum
oula

Giro
Tossi

－
－

1883
Rue des Tasses, 
H

anoi
キ

エ
ン

ア
ン

21
O

kiw
a

M
orita

Jinlok
O

m
atou

O
yta

大
分

1882
1901

1904
イ

ェ
ン

バ
イ

22
O

-H
a-Ro

－
－

－
Coum

am
oto

熊
本

1878
1901

1906
イ

ェ
ン

バ
イ

23
O

-Tsu-Yeu
－

M
inoske

O
yoxa

Kagoshim
a

鹿
児

島
－

1907
1907

イ
ェ

ン
バ

イ
（

出
所

）
AN

O
M

/GGI/AF/02115、
AN

O
M

/GGI/AF/02117
よ

り
筆

者
作

成
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年
の
う
ち
に
イ
ェ
ン
バ
イ
に
来
て
い
た
。
一
方
、
二
一
番
オ
キ
ワ
は
一
九
〇
一
年
に
ト
ン
キ

ン
に
入
国
し
、
一
九
〇
四
年
に
イ
ェ
ン
バ
イ
省
の
入
省
し
て
い
た
。
二
二
番
の
オ
ハ
ロ
は
一

九
〇
一
年
に
入
国
し
、
一
九
〇
六
年
か
ら
イ
ェ
ン
バ
イ
に
居
住
し
て
い
た
。
こ
の
二
人
の
申

告
書
か
ら
す
で
に
一
九
〇
一
年
に
は
、
日
本
人
女
性
が
娼
館
で
働
く
た
め
に
ト
ン
キ
ン
に
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
最
終
所
在
地
が
日
本
以
外
で
あ
っ
た
の
は
二
三
名
中
七
名
だ
っ
た
（
八

番
オ
ヨ
カ
、
十
二
番
オ
ヨ
ネ
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
は
所
在
地
を
同
定
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
）。
前
節
で
は
、
史
料
五
の
フ
ギ
エ
が
ハ
イ
フ
ォ
ン
か
ら
ト
ゥ
ー
ラ
ン
に
移
動
し
た

こ
と
や
、
手
配
人
の
コ
バ
ヤ
シ
が
二
人
の
女
性
を
伴
っ
て
ハ
ノ
イ
に
来
て
い
た
記
録
（
ハ
ノ

イ
中
央
警
察
署
に
よ
る
報
告
）、
史
料
三
で
フ
ー
ラ
ン
ト
ゥ
オ
ン
の
娼
館
が
閉
鎖
さ
れ
、
女

性
た
ち
が
バ
ッ
ク
ニ
ン
に
移
動
し
た
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、
当
時
、
ト
ン
キ
ン
内
の
娼
館
で

女
性
の
行
き
来
が
か
な
り
あ
っ
た
の
だ
と
推
察
で
き
る
。

次
に
、
娼
館
で
働
く
女
性
が
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ト
で
ト
ン
キ
ン
に
入
国
し
た
の
か
を
考
え

て
み
た
い
。
表
三
は
ハ
イ
フ
ォ
ン
市
警
察
に
よ
る
日
本
人
出
入
国
記
録
（
一
九
〇
七
年
度
）

を
も
と
に
作
成
し
た
。

一
九
〇
七
年
一
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
ハ
イ
フ
ォ
ン
に
入
港
、
も
し
く
は
ハ
イ
フ
ォ
ン
か

ら
出
港
し
た
日
本
人
女
性
は
十
七
人
で
あ
っ
た
。
表
三
に
は
女
性
と
同
じ
船
で
ハ
イ
フ
ォ
ン

に
出
入
国
し
た
男
性
も
含
め
て
い
る
。
こ
れ
は
女
性
だ
け
で
は
な
く
、
娼
館
主
人
や
手
配
人

な
ど
も
同
行
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
四
月
一
日
に
入
国
し
た
三
名

の
う
ち
、
二
人
が
同
じ
苗
字
（
カ
ネ
ハ
ラ
）
だ
っ
た
。
年
齢
的
に
親
子
で
あ
っ
た
可
能
性
も

否
定
で
き
な
い
が
表
三
に
含
め
た
。

こ
の
表
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
の
女
性
が
二
〇
歳
前
後
で
あ
る
こ
と
だ
っ
た
。

彼
女
た
ち
す
べ
て
が
娼
館
で
働
い
て
い
た
と
は
断
言
で
き
な
い
が
、
お
そ
ら
く
そ
の
多
く
が

ト
ン
キ
ン
で
の
性
売
買
に
従
事
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
入
港
者
の
出
発
地
、
出

港
者
の
目
的
地
は
い
ず
れ
も
香
港
だ
っ
た
。
先
述
し
た
娼
館
主
人
や
手
配
人
も
香
港
か
ら
ハ

方
、
イ
ェ
ン
バ
イ
の
申
告
書
に
は
最
終
所
在
地
の
記
載
は
な
く
、
代
わ
り
に
ト
ン
キ
ン
に
入

国
し
た
年
度
と
イ
ェ
ン
バ
イ
に
入
省
し
た
年
度
が
そ
れ
ぞ
れ
記
載
さ
れ
て
い
た
。

表
二
に
ま
と
め
た
二
三
名
の
女
性
の
年
齢
は
二
九
歳
か
ら
十
六
歳
で
、
平
均
年
齢
は
二
二

歳
だ
っ
た
。
十
番
オ
ミ
ト
、
十
一
番
オ
ク
ミ
、
十
二
番
オ
ヨ
ネ
、
十
四
番
オ
ノ
イ
の
出
生
地

は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
か
ら
で
は
ど
こ
な
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
二
〇
番
オ
ア
イ
の

申
告
書
に
は
出
生
地
に
関
す
る
記
述
は
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
六
番
オ
ハ
ナ
のM

am
uto

は

熊
本
、
八
番
オ
ヨ
カ
のM

a-kusa Kum
am

oto

は
天
草
、
十
九
番
オ
ミ
ヤ
のBa-Kan

は
馬

関
（
下
関
）
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
。
こ
れ
ら
八
名
を
除
い
た
十
五
名
の
出
生
地
を
み
る

と
、
天
草
が
五
名
と
も
っ
と
も
多
く
、
つ
い
で
島
原
、
長
崎
が
そ
れ
ぞ
れ
三
名
、
大
分
（
豊

後
も
含
め
）
二
名
、
熊
本
と
鹿
児
島
が
そ
れ
ぞ
れ
一
名
で
あ
り
、
す
べ
て
九
州
出
身
だ
っ

た
。次

に
、
ラ
オ
カ
イ
軍
管
区
や
キ
エ
ン
ア
ン
省
、
イ
ェ
ン
バ
イ
省
に
来
る
前
の
所
在
地
を
み

る
と
、
天
草
出
身
の
五
名
は
す
べ
て
熊
本
と
記
載
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
島
原
出
身
の
三
名

は
長
崎
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
出
生
地
が
不
明
の
十
番
オ
ミ
ト
と
十
一
番
オ
ク
ミ
は
最
終

所
在
地
と
し
てSargha

、Sisuoka

と
記
載
さ
れ
て
い
た
。Sargha
は
駿
河
、Sisuoka

は

静
岡
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
最
終
所
在
地
が
日
本
で
な
か
っ
た
女
性
も
い
る
。
ラ
オ
カ

イ
に
い
た
六
番
オ
ハ
ナ
は
ハ
イ
フ
ォ
ン
だ
っ
た
。
七
番
オ
イ
ノ
はShaugai

と
あ
り
、
上
海

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
二
人
の
申
告
書
に
は
注
記
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。
六
番
オ

ハ
ナ
は
ジ
ャ
ン
ヌ
商
会
（Com

m
erce chez M

. Jeannou

）
で
働
い
て
い
た
と
注
記
が
あ

り
、
七
番
オ
イ
ノ
は
一
九
〇
四
年
九
月
二
七
日
に
ハ
ノ
イ
で
居
住
申
請
を
行
な
っ
て
い
る
と

あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
キ
エ
ン
ア
ン
省
の
十
八
番
オ
ナ
カ
、
十
九
番
オ
ミ
ヤ
、
二
〇
番
オ
ア
イ

は
同
省
に
居
住
す
る
前
に
ハ
ノ
イ
の
娼
館
街
、
タ
ー
ス
通
り
に
い
た
。
ト
ン
キ
ン
へ
の
入
国

年
度
が
分
か
る
の
は
、
イ
ェ
ン
バ
イ
に
い
た
二
一
番
オ
キ
ワ
、
二
二
番
オ
ハ
ロ
、
二
三
番
オ

ソ
ユ
の
三
名
だ
け
だ
っ
た
。
二
三
番
の
オ
ソ
ユ
は
一
九
〇
七
年
に
ト
ン
キ
ン
に
入
国
し
、
同
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に
、
娼
館
主
人
や
手
配
人
は
こ
の
鉄
道
を
利
用
し
て
頻
繁
に
行
き
来
し
て
い
た
。
し
か
し
、

娼
館
が
経
営
を
成
り
立
た
せ
る
た
め
に
は
、
そ
れ
を
利
用
す
る
男
性
が
必
要
と
な
る
。
港
湾

都
市
で
あ
る
ハ
イ
フ
ォ
ン
や
首
都
で
あ
る
ハ
ノ
イ
は
人
口
も
多
く
娼
館
が
置
か
れ
る
条
件
が

整
っ
て
い
た
。
だ
が
、
バ
ッ
ク
ニ
ン
省
の
ダ
ッ
プ
カ
ウ
は
省
都
で
も
な
い
地
方
の
小
さ
な
町

で
あ
る
し
、
ラ
オ
カ
イ
は
山
岳
地
帯
の
辺
境
と
も
言
え
る
場
所
だ
っ
た
。
な
ぜ
、
こ
う
し
た

場
所
で
娼
館
が
作
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

理
事
長
官
府
史
料
の
居
住
申
告
書
で
ト
ン
キ
ン
へ
の
入
国
年
度
が
分
か
る
の
は
三
名
だ
っ

た
。
表
二
の
二
一
番
の
オ
キ
ワ
と
二
二
番
オ
ハ
ロ
は
一
九
〇
一
年
、
二
三
番
の
オ
ツ
ユ
は
一

九
〇
七
年
に
ト
ン
キ
ン
へ
入
国
し
て
い
た
。
オ
キ
ワ
と
オ
ハ
ロ
が
共
に
一
九
〇
一
年
に
入
国

し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
一
九
〇
〇
年
前
後
に
は
ト
ン
キ
ン
で
日
本
人
娼
館
が
営
ま

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
の
ト
ン
キ
ン
は
開
発
の
時
代
で
も
あ
っ
た
。
開
発
を

主
導
し
た
の
は
一
八
九
七
年
に
イ
ン
ド
シ
ナ
総
督
と
し
て
赴
任
し
た
ポ
ー
ル
・
ド
ゥ
メ
ー
ル

だ
っ
た
。
彼
は
独
善
的
と
も
評
価
さ
れ
る
政
治
手
法
で
イ
ン
ド
シ
ナ
財
政
の
立
て
直
し
を
行

い
、
ハ
ノ
イ
の
都
市
整
備
、
鉄
道
建
設
を
強
力
に
推
進
し
た
。
ま
た
、
ト
ン
キ
ン
の
開
発
を

妨
げ
る
要
因
と
な
っ
て
い
た
山
岳
地
帯
の
治
安
維
持
に
力
を
注
い
だ
。

ポ
ー
ル
・
ド
ゥ
メ
ー
ル
は
一
八
五
七
年
に
パ
リ
・
オ
ル
レ
ア
ン
鉄
道
の
労
働
者
の
子
供
と

し
て
生
ま
れ
、
メ
ダ
ル
職
人
の
工
房
で
働
き
な
が
ら
国
立
工
芸
院
を
卒
業
し
た
後
、
数
学
教

授
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
市
議
会
議
員
を
経
て
一
八
八
八
年
に
下
院
議
員
と
し
て
政
界
入
り

を
果
た
し
、
一
八
九
五
年
に
は
弱
冠
三
八
歳
で
財
務
大
臣
に
任
命
さ
れ
た
異
色
の
政
治
家

だ
っ
た
。
一
八
九
五
年
に
イ
ン
ド
シ
ナ
総
督
の
ア
ル
マ
ン
・
ル
ソ
ー
が
フ
ー
ラ
ン
ト
ゥ
オ
ン

か
ら
ラ
ン
ソ
ン
に
敷
か
れ
た
鉄
道
の
拡
張
を
本
国
議
会
に
要
請
し
た
際
、
こ
れ
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
議
会
の
合
意
を
取
り
付
け
た
も
の
当
時
財
務
大
臣
だ
っ
た
ド
ゥ
メ
ー
ル
だ
っ

た一三。
ル
ソ
ー
の
後
任
と
し
て
イ
ン
ド
シ
ナ
総
督
に
着
任
し
た
ド
ゥ
メ
ー
ル
は
、
イ
ン
ド
シ
ナ

に
到
着
す
る
や
財
政
改
革
に
乗
り
出
し
た
。
ド
ゥ
メ
ー
ル
が
赴
任
す
る
ま
で
、
イ
ン
ド
シ
ナ

イ
フ
ォ
ン
に
来
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
当
時
、
香
港

－

ハ
イ
フ
ォ
ン

－

ト
ン
キ
ン
各
地

を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

第
三
章
　
鉄
道
、
軍
隊
、
娼
館

図
一
で
み
た
よ
う
に
、
ト
ン
キ
ン
の
日
本
人
娼
館
は
海
の
玄
関
で
あ
る
ハ
イ
フ
ォ
ン
か

ら
、
首
都
の
ハ
ノ
イ
、
さ
ら
に
は
中
国
と
国
境
を
接
す
る
山
岳
地
帯
に
ま
で
広
が
っ
て
い

た
。
こ
の
広
が
り
は
ト
ン
キ
ン
の
鉄
道
路
線
に
沿
っ
て
分
布
し
て
い
た
。
前
章
で
み
た
よ
う

表３　ハイフォン出入国記録（1907 年 1 月～ 8 月）
出入国年月日 氏名 年齢 性別 出航地・目的地

1907 年 1 月 17 日 Tanaka Kin 19 女 入国 香港
1907 年 1 月 28 日 Huizaburo Kubo 49 男 出国 香港

Sumi 38 男 出国 香港
Okito 20 女 出国 香港
Okassan 21 女 出国 香港

1907 年 2 月 6 日 Kawabara 32 男 出国 香港
Ohama 22 女 出国 香港
Amao 34 女 出国 香港

1907 年 3 月 27 日 Saiki Tomi 28 女 出国 香港
Tanaki Yoneko 18 女 出国 香港
Mitsue Sawa 22 女 出国 香港
Kawasaki Fusa 18 女 出国 香港

1907 年 4 月 1 日 Kanehara Oshima 17 女 入国 香港
Ulakawa Hide 22 女 入国 香港
Kanehara Otame 49 女 入国 香港

1907 年 4 月 4 日 Shibta Maritato 26 男 入国 香港
Ona Shima 20 女 入国 香港

1907 年 8 月 2 日 Toda 20 女 入国 香港
Hama 23 女 入国 香港
Yachuima 21 女 入国 香港

1907 年 8 月 4 日 Otaki 21 女 入国 香港
（出所）ANOM/GGI/AF/02117 のハイフォン市警察日本人入国記録より筆者作成
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に
、
娼
館
主
人
や
手
配
人
は
こ
の
鉄
道
を
利
用
し
て
頻
繁
に
行
き
来
し
て
い
た
。
し
か
し
、

娼
館
が
経
営
を
成
り
立
た
せ
る
た
め
に
は
、
そ
れ
を
利
用
す
る
男
性
が
必
要
と
な
る
。
港
湾

都
市
で
あ
る
ハ
イ
フ
ォ
ン
や
首
都
で
あ
る
ハ
ノ
イ
は
人
口
も
多
く
娼
館
が
置
か
れ
る
条
件
が

整
っ
て
い
た
。
だ
が
、
バ
ッ
ク
ニ
ン
省
の
ダ
ッ
プ
カ
ウ
は
省
都
で
も
な
い
地
方
の
小
さ
な
町

で
あ
る
し
、
ラ
オ
カ
イ
は
山
岳
地
帯
の
辺
境
と
も
言
え
る
場
所
だ
っ
た
。
な
ぜ
、
こ
う
し
た

場
所
で
娼
館
が
作
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

理
事
長
官
府
史
料
の
居
住
申
告
書
で
ト
ン
キ
ン
へ
の
入
国
年
度
が
分
か
る
の
は
三
名
だ
っ

た
。
表
二
の
二
一
番
の
オ
キ
ワ
と
二
二
番
オ
ハ
ロ
は
一
九
〇
一
年
、
二
三
番
の
オ
ツ
ユ
は
一

九
〇
七
年
に
ト
ン
キ
ン
へ
入
国
し
て
い
た
。
オ
キ
ワ
と
オ
ハ
ロ
が
共
に
一
九
〇
一
年
に
入
国

し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
一
九
〇
〇
年
前
後
に
は
ト
ン
キ
ン
で
日
本
人
娼
館
が
営
ま

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
の
ト
ン
キ
ン
は
開
発
の
時
代
で
も
あ
っ
た
。
開
発
を

主
導
し
た
の
は
一
八
九
七
年
に
イ
ン
ド
シ
ナ
総
督
と
し
て
赴
任
し
た
ポ
ー
ル
・
ド
ゥ
メ
ー
ル

だ
っ
た
。
彼
は
独
善
的
と
も
評
価
さ
れ
る
政
治
手
法
で
イ
ン
ド
シ
ナ
財
政
の
立
て
直
し
を
行

い
、
ハ
ノ
イ
の
都
市
整
備
、
鉄
道
建
設
を
強
力
に
推
進
し
た
。
ま
た
、
ト
ン
キ
ン
の
開
発
を

妨
げ
る
要
因
と
な
っ
て
い
た
山
岳
地
帯
の
治
安
維
持
に
力
を
注
い
だ
。

ポ
ー
ル
・
ド
ゥ
メ
ー
ル
は
一
八
五
七
年
に
パ
リ
・
オ
ル
レ
ア
ン
鉄
道
の
労
働
者
の
子
供
と

し
て
生
ま
れ
、
メ
ダ
ル
職
人
の
工
房
で
働
き
な
が
ら
国
立
工
芸
院
を
卒
業
し
た
後
、
数
学
教

授
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
市
議
会
議
員
を
経
て
一
八
八
八
年
に
下
院
議
員
と
し
て
政
界
入
り

を
果
た
し
、
一
八
九
五
年
に
は
弱
冠
三
八
歳
で
財
務
大
臣
に
任
命
さ
れ
た
異
色
の
政
治
家

だ
っ
た
。
一
八
九
五
年
に
イ
ン
ド
シ
ナ
総
督
の
ア
ル
マ
ン
・
ル
ソ
ー
が
フ
ー
ラ
ン
ト
ゥ
オ
ン

か
ら
ラ
ン
ソ
ン
に
敷
か
れ
た
鉄
道
の
拡
張
を
本
国
議
会
に
要
請
し
た
際
、
こ
れ
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
議
会
の
合
意
を
取
り
付
け
た
も
の
当
時
財
務
大
臣
だ
っ
た
ド
ゥ
メ
ー
ル
だ
っ

た一三。
ル
ソ
ー
の
後
任
と
し
て
イ
ン
ド
シ
ナ
総
督
に
着
任
し
た
ド
ゥ
メ
ー
ル
は
、
イ
ン
ド
シ
ナ

に
到
着
す
る
や
財
政
改
革
に
乗
り
出
し
た
。
ド
ゥ
メ
ー
ル
が
赴
任
す
る
ま
で
、
イ
ン
ド
シ
ナ

イ
フ
ォ
ン
に
来
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
当
時
、
香
港

－

ハ
イ
フ
ォ
ン

－

ト
ン
キ
ン
各
地

を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

第
三
章
　
鉄
道
、
軍
隊
、
娼
館

図
一
で
み
た
よ
う
に
、
ト
ン
キ
ン
の
日
本
人
娼
館
は
海
の
玄
関
で
あ
る
ハ
イ
フ
ォ
ン
か

ら
、
首
都
の
ハ
ノ
イ
、
さ
ら
に
は
中
国
と
国
境
を
接
す
る
山
岳
地
帯
に
ま
で
広
が
っ
て
い

た
。
こ
の
広
が
り
は
ト
ン
キ
ン
の
鉄
道
路
線
に
沿
っ
て
分
布
し
て
い
た
。
前
章
で
み
た
よ
う

表３　ハイフォン出入国記録（1907 年 1 月～ 8 月）
出入国年月日 氏名 年齢 性別 出航地・目的地

1907 年 1 月 17 日 Tanaka Kin 19 女 入国 香港
1907 年 1 月 28 日 Huizaburo Kubo 49 男 出国 香港

Sumi 38 男 出国 香港
Okito 20 女 出国 香港
Okassan 21 女 出国 香港

1907 年 2 月 6 日 Kawabara 32 男 出国 香港
Ohama 22 女 出国 香港
Amao 34 女 出国 香港

1907 年 3 月 27 日 Saiki Tomi 28 女 出国 香港
Tanaki Yoneko 18 女 出国 香港
Mitsue Sawa 22 女 出国 香港
Kawasaki Fusa 18 女 出国 香港

1907 年 4 月 1 日 Kanehara Oshima 17 女 入国 香港
Ulakawa Hide 22 女 入国 香港
Kanehara Otame 49 女 入国 香港

1907 年 4 月 4 日 Shibta Maritato 26 男 入国 香港
Ona Shima 20 女 入国 香港

1907 年 8 月 2 日 Toda 20 女 入国 香港
Hama 23 女 入国 香港
Yachuima 21 女 入国 香港

1907 年 8 月 4 日 Otaki 21 女 入国 香港
（出所）ANOM/GGI/AF/02117 のハイフォン市警察日本人入国記録より筆者作成
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く
路
線
建
設
が
行
わ
れ
た
の
は
ハ
ノ
イ

－

ド
ン
ダ
ン
路
線
だ
っ
た
。
当
初
、
こ
の
路
線
は

バ
ッ
ク
ザ
ン
省
の
フ
ー
ラ
ン
ト
ゥ
オ
ン
か
ら
ラ
ン
ソ
ン
ま
で
の
区
間
し
か
な
か
っ
た
。
フ
ー

ラ
ン
ト
ゥ
オ
ン
と
後
述
す
る
ダ
ッ
プ
カ
ウ
は
ハ
イ
フ
ォ
ン
港
と
河
川
で
つ
な
が
っ
て
お
り
、

ト
ン
キ
ン
北
東
部
に
展
開
す
る
フ
ラ
ン
ス
軍
の
軍
事
物
資
の
集
積
地
と
な
っ
て
い
た一六
。
一
八

八
七
年
、
ア
ン
ナ
ン
及
び
ト
ン
キ
ン
の
総
督
だ
っ
た
ポ
ー
ル
・
ベ
ー
ル
（Paul Bert

）
は

円
滑
な
軍
事
物
資
の
運
搬
を
担
う
鉄
道
の
建
設
を
目
的
と
し
た
調
査
委
員
会
を
設
置
し
た
。

そ
の
後
、
ド
ゥ
・
ラ
ッ
サ
ン
総
督
（de Lanessan

）
に
よ
っ
て
ド
ゥ
コ
ー
ビ
ル
社
の
六
〇

〇
ミ
リ
軌
間
鉄
道
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
一
八
九
一
年
に
フ
ー
ラ
ン
ト
ゥ
オ
ン
か
ら

北
に
向
か
っ
て
路
線
の
建
設
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
路
線
は
、
一
八
九
四
年
に
ラ
ン
ソ
ン
に
ま

で
達
し
た一七
。
一
八
九
五
年
に
総
督
と
し
て
着
任
し
た
ア
ル
マ
ン
・
ル
ソ
ー
（Arm

and 

Rosseau

）
は
こ
の
路
線
の
経
営
改
善
を
目
的
に
、
軌
間
を
一
メ
ー
ト
ル
に
変
更
し
て
輸
送

力
を
強
化
さ
せ
る
方
針
を
定
め
た
。
ま
た
、
路
線
そ
の
も
の
も
拡
張
す
る
こ
と
と
し
た
。
路

線
拡
張
は
ラ
ン
ソ
ン
か
ら
中
国
国
境
の
ド
ン
ダ
ン
ま
で
の
区
間
と
、
フ
ー
ラ
ン
ト
ゥ
オ
ン
か

ら
ハ
ノ
イ
ま
で
の
区
間
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
ハ
ノ
イ
か
ら
中
国
広
西
省
に
い
た
る
路
線

が
作
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ル
ソ
ー
は
路
線
拡
張
が
本
国
議
会
で
承
認
さ
れ
た
後
、
ハ
ノ

イ
で
病
死
し
た
。
そ
の
た
め
、
一
八
九
九
年
か
ら
始
ま
り
一
九
〇
二
年
に
終
わ
る
路
線
拡
張

工
事
は
後
任
の
ド
ゥ
メ
ー
ル
が
引
き
継
い
だ
。

ハ
ノ
イ

－

ド
ン
ダ
ン
路
線
以
上
に
ド
ゥ
メ
ー
ル
が
力
を
注
い
だ
も
の
が
ト
ン
キ
ン
と
中
国

雲
南
を
結
ぶ
鉄
道
の
建
設
だ
っ
た
。
当
時
、
ト
ン
キ
ン
経
済
を
牽
引
し
て
い
た
リ
ヨ
ン
・
シ

ン
ジ
ケ
ー
ト
は
雲
南
の
鉱
山
資
源
（
錫
な
ど
）
に
注
目
し
て
い
た一八
。
ド
ゥ
メ
ー
ル
は
こ
れ
ら

の
要
請
に
応
え
つ
つ
、
フ
ラ
ン
ス
の
中
国
に
お
け
る
権
益
を
拡
大
さ
せ
る
事
業
と
し
て
雲
南

か
ら
ハ
ノ
イ
、
ハ
イ
フ
ォ
ン
を
つ
な
ぐ
鉄
道
（
滇
越
鉄
道
）
の
建
設
を
目
論
ん
だ
。
彼
は
本

国
の
議
会
や
巨
大
銀
行
と
交
渉
を
重
ね
、
一
八
九
八
年
十
二
月
に
二
億
フ
ラ
ン
の
借
款
を
獲

得
し
た
。

の
財
政
は
連
邦
を
構
成
す
る
各
邦
ご
と
に
独
立
し
て
お
り
、
総
督
府
に
は
独
自
予
算
が
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
彼
は
ア
ヘ
ン
や
塩
、
酒
を
専
売
制
に
し
て
間
接
税
を
徴
収
す
る
税
制
改
革

を
行
い
、
こ
れ
を
総
督
府
財
源
と
し
た
。
間
接
税
の
導
入
に
よ
り
、
イ
ン
ド
シ
ナ
の
財
政
は

一
気
に
黒
字
化
さ
れ
た
。
ド
ゥ
メ
ー
ル
は
こ
の
間
接
税
収
入
を
原
資
と
し
て
本
国
か
ら
巨
額

の
借
款
を
引
き
出
す
こ
と
に
成
功
し
た一四
。
そ
の
額
は
財
務
大
臣
と
し
て
彼
が
認
め
た
八
〇
〇

〇
万
フ
ラ
ン
と
合
わ
せ
て
、
二
億
八
〇
〇
〇
万
フ
ラ
ン
に
達
し
た
。

こ
の
潤
沢
な
資
本
を
用
い
て
ド
ゥ
メ
ー
ル
は
様
々
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行
っ
た
が
、
そ
の

中
で
も
と
り
わ
け
、
鉄
道
建
設
と
ハ
ノ
イ
の
都
市
開
発
は
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
た
。
二
一

番
オ
キ
ワ
や
二
二
番
オ
ハ
ロ
が
ト
ン
キ
ン
に
入
国
し
た
一
九
〇
一
年
の
ハ
ノ
イ
は
、
サ
イ
ゴ

ン
か
ら
の
首
都
機
能
の
移
転
や
翌
年
に
予
定
さ
れ
て
い
た
ハ
ノ
イ
博
覧
会
に
向
け
、
会
場
の

整
備
、
官
舎
や
道
路
、
水
道
、
河
岸
工
事
、
ホ
テ
ル
、
フ
ラ
ン
ス
人
居
住
区
、
駅
舎
、
鉄
道

橋
、
線
路
の
建
設
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
る
時
期
だ
っ
た一五
。
ハ
ノ
イ
に
は
こ
う
し
た

建
設
現
場
で
働
く
男
性
労
働
者
が
大
量
に
流
入
し
て
お
り
日
本
人
娼
館
は
こ
う
し
た
都
市
開

発
景
気
の
中
で
営
業
し
て
い
た
。

そ
の
後
、
開
発
の
最
前
線
は
鉄
道
建
設
と
共
に
ト
ン
キ
ン
の
山
岳
地
帯
に
移
動
し
て
い

く
。
こ
の
山
岳
地
帯
に
は
反
仏
武
装
集
団
や
盗
賊
が
潜
伏
し
て
お
り
、
開
発
の
大
き
な
妨
げ

に
な
っ
て
い
た
。
植
民
地
当
局
は
山
岳
地
帯
に
軍
を
展
開
し
、
こ
れ
ら
を
掃
討
し
て
い
っ

た
。
一
九
〇
〇
年
代
の
山
岳
地
帯
は
鉄
道
建
設
と
掃
討
作
戦
が
同
時
に
進
行
す
る
開
発
と
紛

争
の
最
前
線
だ
っ
た
。
そ
こ
で
以
下
で
は
ト
ン
キ
ン
に
お
け
る
鉄
道
建
設
と
山
岳
地
方
の
治

安
維
持
活
動
を
詳
ら
か
に
し
、
日
本
人
娼
館
の
地
方
へ
の
進
出
を
考
察
す
る
。

三

－
一
　
ト
ン
キ
ン
に
お
け
る
鉄
道
建
設

一
九
〇
七
年
、
ト
ン
キ
ン
に
は
ハ
ノ
イ

－

ド
ン
ダ
ン
路
線
、
ハ
イ
フ
ォ
ン

－

ハ
ノ
イ
路

線
、
ハ
ノ
イ

－

ラ
オ
カ
イ
路
線
の
三
つ
の
鉄
道
路
線
が
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
も
っ
と
も
早
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し
た
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
理
事
長
官
府
の
史
料
で
は
、
史
料
七
の
娼
館
主
人
エ
ギ
、
史
料
八
の

娼
館
主
人
ミ
ヤ
ケ
・
マ
サ
ゾ
ウ
と
そ
の
も
と
で
働
く
十
七
名
の
女
性
、
史
料
九
の
娼
館
主
人

カ
ワ
ハ
ラ
・
ソ
ウ
タ
ロ
ウ
な
ど
ラ
オ
カ
イ
軍
管
区
の
も
の
が
も
っ
と
も
多
か
っ
た
。
ミ
ヤ

ケ
・
マ
サ
ゾ
ウ
と
十
七
名
の
日
本
人
女
性
に
関
す
る
居
住
申
告
書
は
一
九
〇
六
年
に
作
成
さ

れ
て
い
た
が
、
一
九
〇
四
年
の
居
住
申
告
書
に
関
す
る
政
令
で
は
申
請
者
は
居
住
後
十
五
日

以
内
に
所
轄
の
行
政
府
（
ラ
オ
カ
イ
の
場
合
は
軍
管
区
司
令
部
）
で
申
告
す
る
こ
と
が
定
め

ら
れ
て
い
た
の
で
、
彼
の
娼
館
は
こ
の
年
に
経
営
を
開
始
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し

て
、
こ
の
年
は
ハ
ノ
イ

－

ラ
オ
カ
イ
路
線
が
開
通
し
、
ラ
オ
カ
イ

－

雲
南
路
線
の
工
事
が
本

格
的
に
再
開
さ
れ
た
年
で
も
あ
っ
た
。
鉄
道
建
設
の
進
捗
に
と
も
な
っ
て
日
本
人
娼
館
が
地

方
に
広
が
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

三

－

二
　
ト
ン
キ
ン
の
フ
ラ
ン
ス
軍

ト
ン
キ
ン
の
日
本
人
娼
館
は
同
地
に
お
け
る
鉄
道
建
設
と
深
く
関
わ
っ
て
い
た
が
、
軍
隊

も
ま
た
娼
館
の
分
布
と
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
主
に
バ
ッ
ク
ニ
ン
省
の
小
さ
な

町
で
し
か
な
か
っ
た
ダ
ッ
プ
カ
ウ
と
、
中
国
国
境
に
位
置
す
る
ラ
オ
カ
イ
で
娼
館
が
営
ま
れ

て
い
た
事
実
か
ら
軍
隊
と
娼
館
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
前
節
で
は
ラ
オ
カ
イ
の
娼
館
と
鉄
道

の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
た
が
、
こ
こ
は
ラ
オ
カ
イ
軍
管
区
の
司
令
部
が
置
か
れ
た
町
で
も

あ
っ
た
。
当
然
、
娼
館
の
顧
客
に
は
軍
人
も
含
ま
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
ま
た
、
ダ
ッ
プ
カ
ウ

に
関
し
て
は
、
史
料
一
で
六
名
の
日
本
人
女
性
が
娼
館
で
働
い
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
史
料

四
で
は
キ
ン
ザ
ブ
ロ
ウ
と
い
う
行
商
人
が
日
本
人
女
性
相
手
に
絹
織
物
を
販
売
し
て
い
た
こ

と
、
史
料
九
で
は
ヨ
シ
ダ
・
キ
チ
マ
ツ
が
娼
館
を
営
ん
で
い
た
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
お

り
、
一
九
〇
七
年
に
日
本
人
娼
館
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

一
九
〇
七
年
度
の
「
イ
ン
ド
シ
ナ
一
般
年
報
」
か
ら
イ
ン
ド
シ
ナ
に
駐
留
し
て
い
た
フ
ラ

ン
ス
陸
軍
を
整
理
し
た
も
の
が
表
四
と
な
る二一
。
イ
ン
ド
シ
ナ
に
お
け
る
陸
軍
の
配
置
は
大
き

ハ
イ
フ
ォ
ン

－

ハ
ノ
イ
路
線
は
ド
ゥ
メ
ー
ル
の
鉄
道
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第
一
段
階
と

し
て
一
九
〇
一
年
に
建
設
が
開
始
さ
れ
一
九
〇
二
年
に
完
成
し
た
。
こ
の
路
線
の
開
通
に

よ
っ
て
、
今
ま
で
河
川
輸
送
に
頼
っ
て
い
た
ハ
イ
フ
ォ
ン

－

ハ
ノ
イ
間
の
流
通
は
大
き
く
改

善
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
ハ
ノ
イ

－

ラ
オ
カ
イ
間
の
線
路
建
設
も
一
九
〇
一
年
か

ら
始
め
ら
れ
た
。
一
九
〇
四
年
に
は
ハ
ノ
イ
か
ら
イ
ェ
ン
バ
イ
ま
で
の
線
路
が
完
成
し
、
一

九
〇
六
年
に
は
中
国
国
境
の
ラ
オ
カ
イ
に
ま
で
達
し
た一九
。
一
方
、
ラ
オ
カ
イ
か
ら
雲
南
に
向

け
て
の
建
設
が
始
ま
っ
た
の
は
一
九
〇
三
年
か
ら
だ
っ
た
。
こ
の
区
間
の
建
設
は
困
難
を
極

め
た
。
中
国
側
で
鉄
道
建
設
反
対
運
動
が
勃
発
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
過
酷
な
気
候
・
労
働

条
件
か
ら
病
人
や
死
者
が
続
出
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ト
ン
キ
ン
で
は
劣
悪
な
労
働
環
境
の
悪

評
が
た
ち
、
ベ
ト
ナ
ム
人
労
働
者
を
確
保
す
る
こ
と
は
困
難
と
な
っ
た
。
一
九
〇
四
年
か
ら

一
九
〇
五
年
に
か
け
て
は
、
よ
う
や
く
中
国
の
天
津
で
労
働
者
を
六
〇
〇
〇
人
確
保
し
た
も

の
の
、
そ
の
う
ち
四
〇
〇
〇
人
が
日
射
病
で
死
亡
し
、
生
き
残
っ
た
労
働
者
も
逃
亡
す
る
と

い
う
惨
状
だ
っ
た
。
工
事
が
再
開
し
た
の
は
一
九
〇
六
年
で
あ
り
、
そ
れ
は
中
国
に
駐
留
す

る
フ
ラ
ン
ス
人
外
交
官
や
レ
イ
ノ
ー
商
館
の
協
力
を
得
て
、
新
た
に
三
〜
四
万
人
の
中
国
人

労
働
者
を
獲
得
で
き
た
か
ら
だ
っ
た二〇
。
こ
の
新
規
労
働
者
の
獲
得
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
ラ

オ
カ
イ
か
ら
先
の
中
国
領
内
で
工
事
が
本
格
化
し
た
。

前
章
の
理
事
長
官
府
史
料
を
み
る
と
、
鉄
道
建
設
と
娼
館
の
分
布
に
強
い
関
係
性
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
史
料
三
で
は
一
九
〇
六
年
に
フ
ー
ラ
ン
ト
ゥ
オ
ン
の
日
本
人

娼
館
が
閉
鎖
さ
れ
、
女
性
た
ち
が
バ
ッ
ク
ニ
ン
に
移
っ
た
と
あ
っ
た
。
こ
れ
は
後
述
す
る
よ

う
に
、
ハ
ノ
イ

－

ド
ン
ダ
ン
路
線
が
開
通
し
た
こ
と
で
軍
事
物
資
輸
送
の
始
発
駅
だ
っ
た

フ
ー
ラ
ン
ト
ゥ
オ
ン
の
役
割
が
低
下
し
、
軍
の
拠
点
が
バ
ッ
ク
ニ
ン
に
移
っ
た
こ
と
と
連
動

し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
表
二
の
二
一
番
オ
キ
ワ
は
一
九
〇
四
年
に
、
二
二
番
の
オ

ハ
ロ
は
一
九
〇
六
年
に
イ
ェ
ン
バ
イ
の
娼
館
で
働
く
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
一
九
〇
四
年
に

ハ
ノ
イ

－

イ
ェ
ン
バ
イ
間
の
路
線
が
開
通
し
た
こ
と
で
日
本
人
娼
館
が
イ
ェ
ン
バ
イ
に
進
出
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し
た
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
理
事
長
官
府
の
史
料
で
は
、
史
料
七
の
娼
館
主
人
エ
ギ
、
史
料
八
の

娼
館
主
人
ミ
ヤ
ケ
・
マ
サ
ゾ
ウ
と
そ
の
も
と
で
働
く
十
七
名
の
女
性
、
史
料
九
の
娼
館
主
人

カ
ワ
ハ
ラ
・
ソ
ウ
タ
ロ
ウ
な
ど
ラ
オ
カ
イ
軍
管
区
の
も
の
が
も
っ
と
も
多
か
っ
た
。
ミ
ヤ

ケ
・
マ
サ
ゾ
ウ
と
十
七
名
の
日
本
人
女
性
に
関
す
る
居
住
申
告
書
は
一
九
〇
六
年
に
作
成
さ

れ
て
い
た
が
、
一
九
〇
四
年
の
居
住
申
告
書
に
関
す
る
政
令
で
は
申
請
者
は
居
住
後
十
五
日

以
内
に
所
轄
の
行
政
府
（
ラ
オ
カ
イ
の
場
合
は
軍
管
区
司
令
部
）
で
申
告
す
る
こ
と
が
定
め

ら
れ
て
い
た
の
で
、
彼
の
娼
館
は
こ
の
年
に
経
営
を
開
始
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し

て
、
こ
の
年
は
ハ
ノ
イ

－

ラ
オ
カ
イ
路
線
が
開
通
し
、
ラ
オ
カ
イ

－

雲
南
路
線
の
工
事
が
本

格
的
に
再
開
さ
れ
た
年
で
も
あ
っ
た
。
鉄
道
建
設
の
進
捗
に
と
も
な
っ
て
日
本
人
娼
館
が
地

方
に
広
が
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

三

－

二
　
ト
ン
キ
ン
の
フ
ラ
ン
ス
軍

ト
ン
キ
ン
の
日
本
人
娼
館
は
同
地
に
お
け
る
鉄
道
建
設
と
深
く
関
わ
っ
て
い
た
が
、
軍
隊

も
ま
た
娼
館
の
分
布
と
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
主
に
バ
ッ
ク
ニ
ン
省
の
小
さ
な

町
で
し
か
な
か
っ
た
ダ
ッ
プ
カ
ウ
と
、
中
国
国
境
に
位
置
す
る
ラ
オ
カ
イ
で
娼
館
が
営
ま
れ

て
い
た
事
実
か
ら
軍
隊
と
娼
館
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
前
節
で
は
ラ
オ
カ
イ
の
娼
館
と
鉄
道

の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
た
が
、
こ
こ
は
ラ
オ
カ
イ
軍
管
区
の
司
令
部
が
置
か
れ
た
町
で
も

あ
っ
た
。
当
然
、
娼
館
の
顧
客
に
は
軍
人
も
含
ま
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
ま
た
、
ダ
ッ
プ
カ
ウ

に
関
し
て
は
、
史
料
一
で
六
名
の
日
本
人
女
性
が
娼
館
で
働
い
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
史
料

四
で
は
キ
ン
ザ
ブ
ロ
ウ
と
い
う
行
商
人
が
日
本
人
女
性
相
手
に
絹
織
物
を
販
売
し
て
い
た
こ

と
、
史
料
九
で
は
ヨ
シ
ダ
・
キ
チ
マ
ツ
が
娼
館
を
営
ん
で
い
た
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
お

り
、
一
九
〇
七
年
に
日
本
人
娼
館
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

一
九
〇
七
年
度
の
「
イ
ン
ド
シ
ナ
一
般
年
報
」
か
ら
イ
ン
ド
シ
ナ
に
駐
留
し
て
い
た
フ
ラ

ン
ス
陸
軍
を
整
理
し
た
も
の
が
表
四
と
な
る二一
。
イ
ン
ド
シ
ナ
に
お
け
る
陸
軍
の
配
置
は
大
き

ハ
イ
フ
ォ
ン

－

ハ
ノ
イ
路
線
は
ド
ゥ
メ
ー
ル
の
鉄
道
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第
一
段
階
と

し
て
一
九
〇
一
年
に
建
設
が
開
始
さ
れ
一
九
〇
二
年
に
完
成
し
た
。
こ
の
路
線
の
開
通
に

よ
っ
て
、
今
ま
で
河
川
輸
送
に
頼
っ
て
い
た
ハ
イ
フ
ォ
ン

－

ハ
ノ
イ
間
の
流
通
は
大
き
く
改

善
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
ハ
ノ
イ

－

ラ
オ
カ
イ
間
の
線
路
建
設
も
一
九
〇
一
年
か

ら
始
め
ら
れ
た
。
一
九
〇
四
年
に
は
ハ
ノ
イ
か
ら
イ
ェ
ン
バ
イ
ま
で
の
線
路
が
完
成
し
、
一

九
〇
六
年
に
は
中
国
国
境
の
ラ
オ
カ
イ
に
ま
で
達
し
た一九
。
一
方
、
ラ
オ
カ
イ
か
ら
雲
南
に
向

け
て
の
建
設
が
始
ま
っ
た
の
は
一
九
〇
三
年
か
ら
だ
っ
た
。
こ
の
区
間
の
建
設
は
困
難
を
極

め
た
。
中
国
側
で
鉄
道
建
設
反
対
運
動
が
勃
発
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
過
酷
な
気
候
・
労
働

条
件
か
ら
病
人
や
死
者
が
続
出
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ト
ン
キ
ン
で
は
劣
悪
な
労
働
環
境
の
悪

評
が
た
ち
、
ベ
ト
ナ
ム
人
労
働
者
を
確
保
す
る
こ
と
は
困
難
と
な
っ
た
。
一
九
〇
四
年
か
ら

一
九
〇
五
年
に
か
け
て
は
、
よ
う
や
く
中
国
の
天
津
で
労
働
者
を
六
〇
〇
〇
人
確
保
し
た
も

の
の
、
そ
の
う
ち
四
〇
〇
〇
人
が
日
射
病
で
死
亡
し
、
生
き
残
っ
た
労
働
者
も
逃
亡
す
る
と

い
う
惨
状
だ
っ
た
。
工
事
が
再
開
し
た
の
は
一
九
〇
六
年
で
あ
り
、
そ
れ
は
中
国
に
駐
留
す

る
フ
ラ
ン
ス
人
外
交
官
や
レ
イ
ノ
ー
商
館
の
協
力
を
得
て
、
新
た
に
三
〜
四
万
人
の
中
国
人

労
働
者
を
獲
得
で
き
た
か
ら
だ
っ
た二〇
。
こ
の
新
規
労
働
者
の
獲
得
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
ラ

オ
カ
イ
か
ら
先
の
中
国
領
内
で
工
事
が
本
格
化
し
た
。

前
章
の
理
事
長
官
府
史
料
を
み
る
と
、
鉄
道
建
設
と
娼
館
の
分
布
に
強
い
関
係
性
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
史
料
三
で
は
一
九
〇
六
年
に
フ
ー
ラ
ン
ト
ゥ
オ
ン
の
日
本
人

娼
館
が
閉
鎖
さ
れ
、
女
性
た
ち
が
バ
ッ
ク
ニ
ン
に
移
っ
た
と
あ
っ
た
。
こ
れ
は
後
述
す
る
よ

う
に
、
ハ
ノ
イ

－
ド
ン
ダ
ン
路
線
が
開
通
し
た
こ
と
で
軍
事
物
資
輸
送
の
始
発
駅
だ
っ
た

フ
ー
ラ
ン
ト
ゥ
オ
ン
の
役
割
が
低
下
し
、
軍
の
拠
点
が
バ
ッ
ク
ニ
ン
に
移
っ
た
こ
と
と
連
動

し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
表
二
の
二
一
番
オ
キ
ワ
は
一
九
〇
四
年
に
、
二
二
番
の
オ

ハ
ロ
は
一
九
〇
六
年
に
イ
ェ
ン
バ
イ
の
娼
館
で
働
く
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
一
九
〇
四
年
に

ハ
ノ
イ

－

イ
ェ
ン
バ
イ
間
の
路
線
が
開
通
し
た
こ
と
で
日
本
人
娼
館
が
イ
ェ
ン
バ
イ
に
進
出
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表４　1907 年のインドシナ軍
インドシナ 軍総司令部 統合参謀本部

インドシナ砲兵隊参謀本部
アンナン・トンキン砲兵部
第６混成中隊
トンキン現地人工兵中隊
サイゴン砲兵部
サイゴン臨時部
第７混成中隊
サイゴン現地人工兵中隊

植民地第４砲兵連隊
参謀本部 ハノイ
第１砲兵隊 ハノイ
第２砲兵隊 ハノイ
第３砲兵隊 フエ
第４砲兵隊 ランソン
第５砲兵隊 ダップカウ
第６砲兵隊 ダップカウ
第７砲兵隊 ハイフォン
第８砲兵隊 ホンガイ
第９砲兵隊 ハノイ
第 10 砲兵隊 ハノイ

植民地第５砲兵連隊
参謀本部 サイゴン
第１砲兵隊 サイゴン
第２砲兵隊 サイゴン
第３砲兵隊 サイゴン
第４砲兵隊 サイゴン

第１師団
第１旅団
ハノイ 第９植民地歩兵連隊 ハノイ

第１トンキン狙撃兵連隊 ハノイ
第４トンキン狙撃兵連隊 ナムディン
第１外国人歩行連隊

第２旅団
バックニン 第 10 植民地歩兵連隊

第２トンキン狙撃兵連隊
第３トンキン狙撃兵連隊

第２師団 サイゴン（ブンタウ）
第３旅団

第 11 植民地歩兵連隊
第１アンナン狙撃兵連隊

第４旅団
第 12 植民地歩兵連隊
第２アンナン狙撃兵連隊

カンボジア狙撃兵連隊
中国占領区駐屯部隊

第 18 植民地歩兵連隊
第 5 トンキン狙撃兵連隊

国境狙撃兵大隊
インドシナ 騎兵隊
ハノイ兵器廠
インドシナ 憲兵隊
軍法部
第３軍管区師団
司令部（ランソン）

第３トンキン狙撃兵連隊 第３大隊（タイグエン）
第２トンキン狙撃兵連隊 第４大隊（ドンダン）
第５外国人大隊

カオバン管区
第３トンキン狙撃兵連隊 第４大隊
第２トンキン狙撃兵連隊 第５大隊
第５外国人大隊 第 17 中隊

第 19 中隊
第４軍管区師団
司令部（ラオカイ）

第２外国人連隊 第３歩行大隊
ハザン管区

第４トンキン狙撃兵連隊
第３外国人大隊 第 12 中隊

バオラック
第２トンキン狙撃兵連隊 第５大隊

インドシナ 軍務局
アンナン・トンキン軍務部

ハイフォン軍務課
ダップカウ軍務課
ランソン軍務課
ラオカイ軍務課
フエ軍務課

サイゴン軍務部
（出所）Annuaire général de l'Indochine française 1907: p15-30 より筆者作成
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く
ト
ン
キ
ン
と
コ
ー
チ
シ
ナ
に
分
か
れ
て
い
た
。
コ
ー
チ
シ
ナ
に
は
第
二
師
団
と
第
五
砲
兵

連
隊
が
駐
屯
し
て
い
た
。
一
方
、
ト
ン
キ
ン
に
は
イ
ン
ド
シ
ナ
軍
の
総
司
令
部
が
置
か
れ
、

第
一
師
団
と
第
三
軍
管
区
師
団
、
第
四
軍
管
区
師
団
の
三
師
団
と
第
四
砲
兵
連
隊
が
置
か
れ

て
い
た
。
イ
ン
ド
シ
ナ
に
展
開
す
る
四
つ
の
師
団
の
う
ち
三
つ
が
ト
ン
キ
ン
に
駐
屯
し
て
い

た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
砲
兵
連
隊
の
内
訳
を
み
る
と
、
コ
ー
チ
シ
ナ
の
第
五
砲
兵
連
隊
は
四

つ
の
砲
兵
隊
で
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、
ト
ン
キ
ン
の
第
四
砲
兵
連
隊
は
十
隊
か
ら
な
っ
て
い

た
。
明
ら
か
に
陸
軍
の
配
置
は
ト
ン
キ
ン
に
比
重
が
置
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
以
下
の
よ
う

な
理
由
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。

ト
ン
キ
ン
の
保
護
領
化
は
一
八
八
三
年
に
始
ま
る
ト
ン
キ
ン
攻
略
か
ら
始
ま
っ
た
。
ベ
ト

ナ
ム
の
阮
朝
は
こ
れ
に
対
し
て
清
国
政
府
や
劉
永
福
率
い
る
黒
旗
軍
に
救
援
を
求
め
た
た

め
、
ト
ン
キ
ン
内
で
本
格
的
な
戦
闘
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
ト
ン
キ
ン
で
の
戦
闘
に
よ
っ
て
フ

ラ
ン
ス
と
清
は
戦
争
へ
と
突
入
し
た
。
清
仏
戦
争
は
一
八
八
五
年
六
月
の
天
津
条
約
に
よ
っ

て
清
が
ト
ン
キ
ン
、
ア
ン
ナ
ン
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
宗
主
権
を
認
め
る
こ
と
で
終
わ
っ

た
。
一
方
、
ベ
ト
ナ
ム
国
内
で
は
一
八
八
五
年
に
ハ
ム
ギ
帝
（
咸
宜
帝
／H

àm
 N

ghi

）
が

フ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
武
装
蜂
起
を
呼
び
掛
け
た
勤
皇
の
詔
を
発
布
す
る
と
、
ト
ン
キ
ン
や
ア

ン
ナ
ン
の
各
地
で
反
乱
が
勃
発
し
た
。
こ
れ
ら
の
反
乱
は
一
八
九
五
年
ま
で
に
ほ
と
ん
ど
フ

ラ
ン
ス
軍
に
鎮
圧
さ
れ
る
が
、
ト
ン
キ
ン
の
バ
ッ
ク
ザ
ン
省
イ
ェ
ン
テ
ー
で
反
乱
を
主
導
し

て
い
た
ホ
ア
ン
・
ホ
ア
・
タ
ム
（H

oàng H
oa Thám

：Đ
ề Thám

 

／
提
探
／
デ
・
タ
ム
と

も
呼
ば
れ
る
）
は
、
山
岳
地
帯
の
黒
旗
軍
残
党
な
ど
と
連
携
し
て
フ
ラ
ン
ス
軍
と
対
峙
し
続

け
た二二
。

こ
う
し
た
中
、
一
八
九
一
年
に
イ
ン
ド
シ
ナ
総
督
の
ド
ゥ
・
ラ
ネ
ッ
サ
ン
は
ト
ン
キ
ン
デ

ル
タ
を
取
り
囲
む
山
岳
地
帯
に
軍
管
区
を
設
置
す
る
決
定
を
行
っ
た
。
八
月
六
日
に
発
布
さ

れ
た
政
令
で
は
「
デ
ル
タ
を
取
り
囲
む
山
岳
地
帯
は
、
そ
の
物
理
的
特
性
に
よ
り
、
極
め
て

ア
ク
セ
ス
が
困
難
で
あ
り
、
そ
こ
に
居
住
す
る
人
々
を
デ
ル
タ
と
同
じ
方
法
で
管
理
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
ト
ン
キ
ン
と
そ
の
周
辺
に
い
る
盗
賊
は
、
山
岳
地
帯
を
避
難
場
所
と
し
て

お
り
、
そ
こ
か
ら
デ
ル
タ
の
村
々
を
襲
撃
し
て
い
る
。
山
地
の
人
口
は
散
在
し
て
お
り
、
そ

の
数
も
少
な
く
、
そ
こ
で
得
ら
れ
る
税
収
は
デ
ル
タ
の
よ
う
に
行
政
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
も
の

で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
地
域
に
は
別
途
、
経
済
効
率
を
考
慮
し
た
行
政
制
度
を
構

築
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
地
域
は
外
国
か
ら
の
侵
略
や
、
外
国
人
盗
賊
に
対
し
て
、
デ
ル

タ
を
防
御
す
る
自
然
の
要
害
と
な
り
え
る
た
め
、
恒
久
的
な
軍
事
力
の
維
持
が
必
要
不
可
欠

で
あ
り
、
そ
の
強
化
が
必
要
で
あ
る
。
今
ま
で
の
経
験
に
照
ら
し
て
、
こ
れ
ら
を
達
成
す
る

に
は
軍
政
が
最
適
で
あ
る
。
そ
こ
で
ト
ン
キ
ン
の
山
岳
地
帯
に
軍
管
区
を
設
置
し
、
管
区
司

令
官
は
（
イ
ン
ド
シ
ナ
）
総
督
の
監
督
下
に
、
総
司
令
官
の
指
揮
に
従
い
軍
事
活
動
を
行

い
、
ト
ン
キ
ン
理
事
長
官
が
有
す
る
行
政
面
で
の
権
限
も
行
使
す
る
」
と
定
め
ら
れ
た
。
こ

れ
を
受
け
て
、
ト
ン
キ
ン
に
は
モ
ン
カ
イ
軍
管
区
、
ラ
ン
ソ
ン
軍
管
区
、
イ
ェ
ン
バ
イ
軍
管

区
、
ソ
ン
ラ
ー
軍
管
区
が
設
置
さ
れ
た二三
。

一
八
九
七
年
、
ド
ゥ
メ
ー
ル
が
イ
ン
ド
シ
ナ
総
督
と
し
て
イ
ン
ド
シ
ナ
赴
任
す
る
と
、
ハ

ノ
イ

－

ド
ン
ダ
ン
間
の
鉄
道
建
設
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
バ
ッ
ク
ザ
ン
省
の
イ
ェ
ン
テ
ー

で
反
仏
武
装
闘
争
を
行
っ
て
い
た
ホ
ア
ン
・
ホ
ア
・
タ
ム
と
休
戦
協
定
を
締
結
し
た
。
バ
ッ

ク
ザ
ン
省
は
ハ
ノ
イ

－

ド
ン
ダ
ン
路
線
の
中
核
部
に
位
置
し
て
い
た
。
こ
の
協
定
で
ド
ゥ

メ
ー
ル
は
タ
ム
を
イ
ェ
ン
テ
ー
領
主
と
し
て
認
め
、
同
地
で
の
自
治
権
を
保
障
し
た
。
一

方
、
タ
ム
は
ト
ン
キ
ン
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
人
の
安
全
を
侵
害
し
な
い
約
束
を
し
た二四
。
こ
の

協
定
後
、
ホ
ア
ン
・
ホ
ア
・
タ
ム
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
人
へ
の
攻
撃
は
な
く
な
り
、
ハ
ノ
イ

－

ド
ン
ダ
ン
路
線
の
建
設
は
順
調
に
進
ん
だ二五
。
さ
ら
に
ド
ゥ
メ
ー
ル
は
一
八
九
八
年
に
ト
ン
キ

ン
の
山
岳
地
帯
に
設
置
さ
れ
て
い
た
軍
管
区
で
の
住
民
調
査
を
軍
部
に
命
じ
た二六
。
山
岳
地
帯

に
は
黒
旗
軍
の
残
党
な
ど
が
盗
賊
と
し
て
潜
伏
し
、
頻
繁
に
ト
ン
キ
ン
デ
ル
タ
の
集
落
を
襲

撃
し
て
い
た
。
一
方
、
山
岳
地
帯
の
住
民
は
タ
イ
族
や
モ
ン
族
な
ど
の
少
数
民
族
だ
っ
た
。

鉄
道
建
設
の
支
障
と
な
る
中
国
系
盗
賊
団
の
掃
討
に
は
、
こ
う
し
た
少
数
民
族
を
植
民
地
当
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。
ま
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第
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四
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で
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た
が
、
ト
ン
キ
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の
第
四
砲
兵
連
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は
十
隊
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て
い

た
。
明
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に
陸
軍
の
配
置
は
ト
ン
キ
ン
に
比
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が
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こ
れ
は
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よ
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は
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に
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清
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や
劉
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率
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る
黒
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軍
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ン
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で
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、
ハ
ノ
イ

－

ド
ン
ダ
ン
路
線
の
建
設
は
順
調
に
進
ん
だ二五
。
さ
ら
に
ド
ゥ
メ
ー
ル
は
一
八
九
八
年
に
ト
ン
キ

ン
の
山
岳
地
帯
に
設
置
さ
れ
て
い
た
軍
管
区
で
の
住
民
調
査
を
軍
部
に
命
じ
た二六
。
山
岳
地
帯

に
は
黒
旗
軍
の
残
党
な
ど
が
盗
賊
と
し
て
潜
伏
し
、
頻
繁
に
ト
ン
キ
ン
デ
ル
タ
の
集
落
を
襲

撃
し
て
い
た
。
一
方
、
山
岳
地
帯
の
住
民
は
タ
イ
族
や
モ
ン
族
な
ど
の
少
数
民
族
だ
っ
た
。

鉄
道
建
設
の
支
障
と
な
る
中
国
系
盗
賊
団
の
掃
討
に
は
、
こ
う
し
た
少
数
民
族
を
植
民
地
当
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局
に
恭
順
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
ド
ゥ
メ
ー
ル
は
軍
管
区
で
の
住
民
調
査

を
実
施
し
た
の
で
あ
る
。

ホ
ア
ン
・
ホ
ア
・
タ
ム
と
の
休
戦
後
、
フ
ラ
ン
ス
軍
は
残
存
す
る
武
装
集
団
を
「
海
賊

（bandes pirates
）」
と
し
て
掃
討
し
て
い
っ
た
。
一
九
〇
〇
年
に
は
イ
ェ
ン
バ
イ
や
バ
ッ

カ
ン
、
ト
ゥ
エ
ン
ク
ア
ン
が
軍
管
区
か
ら
分
離
さ
れ
、
民
政
部
門
に
属
す
る
省
と
し
て
独
立

し
た二七
。
一
九
〇
一
年
に
は
隣
国
の
中
国
で
生
じ
た
義
和
団
事
件
の
余
波
か
ら
、
中
国
人
武
装

集
団
が
ト
ン
キ
ン
の
山
岳
地
帯
（
カ
オ
バ
ン
地
方
）
に
流
入
し
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
軍
は
こ
れ

も
「
海
賊
」
と
し
て
掃
討
作
戦
を
展
開
し
た二八
。
こ
う
し
た
軍
事
作
戦
に
進
展
に
と
も
な
い
、

軍
管
区
も
再
編
さ
れ
て
い
っ
た
。

一
九
〇
七
年
の
ト
ン
キ
ン
に
お
け
る
主
力
部
隊
は
第
一
師
団
と
第
四
砲
兵
連
隊
だ
っ
た
。

第
一
師
団
は
ハ
ノ
イ
を
拠
点
と
す
る
第
一
旅
団
と
バ
ッ
ク
ニ
ン
を
拠
点
と
す
る
第
二
旅
団
か

ら
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
当
時
の
山
岳
地
帯
は
カ
オ
バ
ン
軍
管
区
、
ハ
ザ
ン
軍
管
区
、
ラ
オ

カ
イ
軍
管
区
の
三
軍
管
区
か
ら
な
っ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
カ
オ
バ
ン
軍
管
区
は
隣

接
す
る
ラ
ン
ソ
ン
省
と
共
に
第
三
軍
管
区
師
団
の
管
轄
に
あ
り
、
ハ
ザ
ン
軍
管
区

と
ラ
オ
カ
イ
軍
管
区
は
第
四
軍
管
区
師
団
の
管
理
下
に
あ
っ
た
。
よ
り
詳
細
に
軍

管
区
師
団
の
部
隊
編
成
を
み
る
と
、
第
三
軍
管
区
師
団
は
主
に
外
国
人
部
隊
と
第

二
旅
団
の
部
隊
で
編
成
さ
れ
て
い
た
。
一
方
、
第
四
軍
管
区
師
団
の
部
隊
は
外
国

人
部
隊
と
第
一
旅
団
の
部
隊
、
さ
ら
に
第
二
旅
団
の
部
隊
か
ら
な
っ
て
い
た
。
こ

の
第
二
旅
団
の
部
隊
は
第
二
ト
ン
キ
ン
狙
撃
兵
連
隊
第
五
大
隊
で
、
ハ
ザ
ン
軍
管

区
の
バ
オ
ラ
ッ
ク
（
現
在
の
カ
オ
バ
ン
省
バ
オ
ラ
ッ
ク
県
）
に
駐
屯
し
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
軍
管
区
は
ハ
ノ
イ

－

ラ
ン
ソ
ン
鉄
道
路
線
と
ハ
ノ
イ

－

ラ
オ
カ
イ
鉄
道

路
線
の
間
に
広
が
る
中
国
国
境
線
の
山
岳
地
帯
に
設
置
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、

バ
ッ
ク
ニ
ン
省
に
駐
留
す
る
第
二
旅
団
は
ハ
ノ
イ

－

ラ
ン
ソ
ン
路
線
の
ラ
ン
ソ
ン

を
起
点
に
部
隊
を
カ
オ
バ
ン
、
ハ
ザ
ン
東
部
に
展
開
し
、
ハ
ノ
イ
を
拠
点
と
す
る

第
一
旅
団
は
ハ
ノ
イ

－

ラ
オ
カ
イ
路
線
の
ラ
オ
カ
イ
を
起
点
と
し
て
ハ
ザ
ン
方
面
へ
と
部
隊

を
展
開
し
て
い
た
。

日
本
人
娼
館
の
あ
っ
た
ダ
ッ
プ
カ
ウ
は
第
二
旅
団
の
司
令
部
が
置
か
れ
た
バ
ッ
ク
ニ
ン
か

ら
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
北
東
に
進
ん
だ
カ
ウ
川
沿
い
の
小
さ
な
町
だ
っ
た
。
こ
の
町
に
は

ハ
ノ
イ

－

ラ
ン
ソ
ン
路
線
の
駅
が
置
か
れ
、
軍
事
物
資
の
輸
送
拠
点
と
し
て
軍
務
課
が
置
か

れ
て
い
た
。
鉄
道
を
使
え
ば
、
北
部
の
国
境
地
帯
ま
で
物
資
や
人
員
を
鉄
道
で
移
動
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
ダ
ッ
プ
カ
ウ
を
流
れ
る
カ
ウ
川
は
下
流
に
進
む
と
ハ
イ
フ
ォ
ン
に

至
り
、
上
流
に
進
む
と
タ
イ
グ
エ
ン
に
通
じ
る
。
こ
の
タ
イ
グ
エ
ン
に
は
第
二
旅
団
の
第
三

ト
ン
キ
ン
狙
撃
兵
連
隊
第
三
大
隊
が
駐
屯
し
て
い
た
。
ダ
ッ
プ
カ
ウ
は
ハ
イ
フ
ォ
ン
か
ら
タ

イ
グ
エ
ン
を
結
ぶ
東
西
河
川
航
路
と
、
ハ
ノ
イ
か
ら
ラ
ン
ソ
ン
を
結
ぶ
南
北
鉄
道
路
が
交
わ

る
物
資
輸
送
の
結
節
点
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
カ
ウ
川
を
臨
む
ダ
ッ
プ
カ
ウ
の
丘
か

ら
は
、
対
岸
の
バ
ッ
ク
ザ
ン
省
ま
で
見
渡
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
丘
に
は
第
五
砲
兵
隊
と

図８　ダップカウの丘に建つホテル（2018 年筆者
撮影）

 現在、ダップカウの丘には中国資本のホテル
が建っている。ホテルの入り口には大砲のレ
プリカが置かれている。ここには第４砲兵連
隊の第５砲兵隊と第６砲兵隊が駐屯していた。

図９　ダップカウの丘からの眺め（2018 年筆者撮影）
 カウ川の向こう岸はバックザン省となる。
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も
し
く
は
軍
関
係
者
が
差
出
人
と
な
っ
て
い
る
。
図
十
は
一
九
〇
九
年
二
月
二
一
日
に
バ
ッ

ク
ニ
ン
の
第
三
大
隊
第
二
中
隊
の
友
人
に
宛
て
た
も
の
だ
っ
た
。
図
十
一
は
フ
ラ
ン
ス
宛
に

な
っ
て
お
り
、
消
印
は
一
九
〇
七
年
五
月
だ
っ
た
。
図
十
二
は
一
九
〇
七
年
七
月
十
二
日
に

ハ
ノ
イ
の
第
九
植
民
地
歩
兵
連
隊
の
友
人
宛
に
送
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
こ
れ
以
外
に
も
、

日
本
人
娼
館
の
あ
っ
た
バ
ッ
ク
ニ
ン
、
ラ
ン
ソ
ン
、
イ
ェ
ン
バ
イ
、
フ
ー
ラ
ン
ト
ゥ
オ
ン
、

ラ
オ
カ
イ
に
も
同
じ
地
名
シ
リ
ー
ズ
の
絵
葉
書
が
存
在
す
る
。
図
十
三
（
バ
ッ
ク
ニ
ン
）
の

消
印
は
一
九
〇
六
年
十
月
三
日
、
図
十
四
（
ラ
ン
ソ
ン
）
の
消
印
は
一
九
〇
八
年
十
一
月
二

一
日
、
図
十
五
（
イ
ェ
ン
バ
イ
）
の
通
信
欄
に
は
手
書
き
で
一
九
〇
六
年
十
月
二
日
と
あ

る
。
さ
ら
に
未
使
用
の
図
十
六
の
フ
ー
ラ
ン
ト
ゥ
オ
ン
や
図
十
七
の
ラ
オ
カ
イ
の
絵
葉
書
に

は
図
七
の
日
本
人
女
性
の
写
真
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
地
名
シ
リ
ー
ズ
と
図
七
の

版
元
が
同
じ
パ
シ
ニ
ャ
（M

. Passignat

）
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
版
元
が
パ
シ
ニ
ャ
で
は

な
か
っ
た
の
は
図
十
二
だ
け
で
、
こ
れ
は
ジ
ュ
ル
フ
ィ
ス
（P. D

ieulefils

）
が
版
元
と

な
っ
て
い
た
）。
パ
シ
ニ
ャ
の
地
名
シ
リ
ー
ズ
の
絵
葉
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
名
が
明
記
さ

れ
た
場
所
に
駐
留
し
て
い
る
・
い
た
兵
士
に
向
け
た
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
日

本
人
娼
館
が
ト
ン
キ
ン
の
軍
事
拠
点
と
し
て
一
定
数
の
兵
士
が
駐
留
す
る
場
所
に
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。

第
四
章
　
ま
と
め
：
ト
ン
キ
ン
に
お
け
る
娼
館
の
社
会
的
配
置

本
論
で
は
一
九
〇
七
年
に
ト
ン
キ
ン
理
事
長
官
府
が
発
令
し
た
第
九
号
機
密
書
簡
を
も
と

に
、
一
九
〇
〇
年
代
の
日
本
人
娼
館
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
こ
こ
で
今
ま
で
論
じ
て
き
た
こ

と
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
第
九
号
機
密
書
簡
は
フ
ラ
ン
ス
と
日
本
の
外
交
交
渉
が
進
め
ら

れ
る
中
で
ト
ン
キ
ン
に
在
住
す
る
日
本
人
を
調
査
す
る
目
的
を
も
っ
て
い
た
。
こ
の
調
査
は

一
九
〇
六
年
に
反
仏
運
動
家
の
ベ
ト
ナ
ム
人
が
日
本
に
潜
伏
し
て
い
る
と
い
う
情
報
が
イ
ン

ド
シ
ナ
当
局
に
伝
わ
っ
た
こ
と
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ト
ン
キ
ン
理
事
長
官
府
が
各

第
六
砲
兵
隊
が
配
備
さ
れ
、
カ
ウ
川
の
鉄
道
橋
守
備
だ
け
で
は
な
く
、
ハ
ノ
イ
防
衛
の
前
線

と
い
う
役
割
も
与
え
ら
れ
て
い
た
（
図
八
、
図
九
）。

一
九
〇
七
年
、
第
三
軍
管
区
師
団
が
駐
屯
す
る
ラ
ン
ソ
ン
で
は
国
境
の
防
衛
強
化
が
行
わ

れ
た
。
こ
れ
は
孫
文
の
中
国
革
命
同
盟
会
に
参
加
し
た
黄
明
堂
が
ド
ン
ダ
ン
の
対
岸
に
位
置

す
る
鎮
南
関
の
砲
台
を
襲
撃
し
た
た
め
だ
っ
た
。
こ
の
攻
撃
に
は
孫
文
自
身
も
参
加
し
て
い

た
が
、
清
の
広
西
軍
が
四
〇
〇
〇
人
の
軍
勢
で
革
命
軍
を
包
囲
し
た
た
め
、
孫
文
た
ち
は
国

境
を
越
え
て
ラ
ン
ソ
ン
に
逃
亡
し
た
。
ラ
ン
ソ
ン
省
を
管
轄
と
す
る
第
三
軍
管
区
師
団
は

バ
ッ
ク
ニ
ン
の
第
二
旅
団
と
直
ち
に
国
境
地
帯
に
駐
屯
す
る
部
隊
を
再
編
し
、
ト
ン
キ
ン
領

内
に
潜
伏
す
る
革
命
軍
の
捜
索
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た二九
。

一
方
、
ラ
オ
カ
イ
軍
管
区
に
は
第
四
軍
管
区
師
団
が
駐
屯
し
て
い
た
。
ラ
オ
カ
イ
は
雲
南

へ
と
至
る
鉄
道
建
設
の
拠
点
だ
っ
た
が
、
中
国
側
で
は
た
び
た
び
鉄
道
建
設
に
反
対
す
る
暴

動
が
起
こ
っ
た
。
一
九
〇
三
年
に
は
ハ
ノ
イ
に
潜
伏
し
て
い
た
孫
文
の
扇
動
で
鉄
道
建
設
運

動
が
雲
南
で
起
こ
っ
た三〇
。
ま
た
、
一
九
〇
八
年
に
は
鎮
南
関
で
の
武
装
蜂
起
に
失
敗
し
た
中

国
革
命
同
盟
会
の
黄
明
堂
が
胡
漢
民
ら
と
ラ
オ
カ
イ
の
対
岸
に
あ
る
中
国
領
の
河
口
砲
台
を

占
拠
し
て
蒙
自
に
進
軍
す
る
と
い
う
事
件
（
河
口
事
件
）
が
起
こ
っ
た三一
。
ラ
オ
カ
イ
軍
管
区

で
は
急
遽
、
ハ
ノ
イ
に
駐
屯
し
て
い
た
第
一
ト
ン
キ
ン
狙
撃
兵
連
隊
の
四
中
隊
を
派
遣
し
て

国
境
警
備
を
強
化
し
た三二
。
一
方
、
中
国
領
内
で
は
清
国
軍
が
革
命
軍
を
攻
撃
し
た
た
め
、
黄

は
六
〇
〇
名
の
部
下
を
率
い
て
ト
ン
キ
ン
領
内
に
退
却
し
た
。
革
命
軍
は
ラ
オ
カ
イ
軍
管
区

で
武
装
解
除
さ
れ
、
黄
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
追
放
さ
れ
た
。

娼
館
で
働
く
日
本
人
女
性
た
ち
は
、
こ
う
し
た
紛
争
の
最
前
線
に
い
た
。
ダ
ッ
プ
カ
ウ
や

ラ
オ
カ
イ
に
駐
留
し
て
い
た
軍
人
や
そ
の
関
係
者
の
人
口
は
不
明
で
あ
る
が
、
第
二
旅
団
司

令
部
が
置
か
れ
た
バ
ッ
ク
ニ
ン
や
、
軍
事
物
資
の
輸
送
拠
点
と
な
っ
た
ダ
ッ
プ
カ
ウ
で
は
か

な
り
の
数
に
上
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
を
示
す
の
が
当
時
、
ト
ン
キ
ン
で
販
売
さ
れ
て
い

た
絵
葉
書
で
あ
る
。
筆
者
が
所
有
す
る
ダ
ッ
プ
カ
ウ
の
絵
葉
書
は
三
種
類
で
い
ず
れ
も
軍
人
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も
し
く
は
軍
関
係
者
が
差
出
人
と
な
っ
て
い
る
。
図
十
は
一
九
〇
九
年
二
月
二
一
日
に
バ
ッ

ク
ニ
ン
の
第
三
大
隊
第
二
中
隊
の
友
人
に
宛
て
た
も
の
だ
っ
た
。
図
十
一
は
フ
ラ
ン
ス
宛
に

な
っ
て
お
り
、
消
印
は
一
九
〇
七
年
五
月
だ
っ
た
。
図
十
二
は
一
九
〇
七
年
七
月
十
二
日
に

ハ
ノ
イ
の
第
九
植
民
地
歩
兵
連
隊
の
友
人
宛
に
送
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
こ
れ
以
外
に
も
、

日
本
人
娼
館
の
あ
っ
た
バ
ッ
ク
ニ
ン
、
ラ
ン
ソ
ン
、
イ
ェ
ン
バ
イ
、
フ
ー
ラ
ン
ト
ゥ
オ
ン
、

ラ
オ
カ
イ
に
も
同
じ
地
名
シ
リ
ー
ズ
の
絵
葉
書
が
存
在
す
る
。
図
十
三
（
バ
ッ
ク
ニ
ン
）
の

消
印
は
一
九
〇
六
年
十
月
三
日
、
図
十
四
（
ラ
ン
ソ
ン
）
の
消
印
は
一
九
〇
八
年
十
一
月
二

一
日
、
図
十
五
（
イ
ェ
ン
バ
イ
）
の
通
信
欄
に
は
手
書
き
で
一
九
〇
六
年
十
月
二
日
と
あ

る
。
さ
ら
に
未
使
用
の
図
十
六
の
フ
ー
ラ
ン
ト
ゥ
オ
ン
や
図
十
七
の
ラ
オ
カ
イ
の
絵
葉
書
に

は
図
七
の
日
本
人
女
性
の
写
真
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
地
名
シ
リ
ー
ズ
と
図
七
の

版
元
が
同
じ
パ
シ
ニ
ャ
（M

. Passignat

）
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
版
元
が
パ
シ
ニ
ャ
で
は

な
か
っ
た
の
は
図
十
二
だ
け
で
、
こ
れ
は
ジ
ュ
ル
フ
ィ
ス
（P. D

ieulefils

）
が
版
元
と

な
っ
て
い
た
）。
パ
シ
ニ
ャ
の
地
名
シ
リ
ー
ズ
の
絵
葉
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
名
が
明
記
さ

れ
た
場
所
に
駐
留
し
て
い
る
・
い
た
兵
士
に
向
け
た
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
日

本
人
娼
館
が
ト
ン
キ
ン
の
軍
事
拠
点
と
し
て
一
定
数
の
兵
士
が
駐
留
す
る
場
所
に
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。

第
四
章
　
ま
と
め
：
ト
ン
キ
ン
に
お
け
る
娼
館
の
社
会
的
配
置

本
論
で
は
一
九
〇
七
年
に
ト
ン
キ
ン
理
事
長
官
府
が
発
令
し
た
第
九
号
機
密
書
簡
を
も
と

に
、
一
九
〇
〇
年
代
の
日
本
人
娼
館
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
こ
こ
で
今
ま
で
論
じ
て
き
た
こ

と
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
第
九
号
機
密
書
簡
は
フ
ラ
ン
ス
と
日
本
の
外
交
交
渉
が
進
め
ら

れ
る
中
で
ト
ン
キ
ン
に
在
住
す
る
日
本
人
を
調
査
す
る
目
的
を
も
っ
て
い
た
。
こ
の
調
査
は

一
九
〇
六
年
に
反
仏
運
動
家
の
ベ
ト
ナ
ム
人
が
日
本
に
潜
伏
し
て
い
る
と
い
う
情
報
が
イ
ン

ド
シ
ナ
当
局
に
伝
わ
っ
た
こ
と
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ト
ン
キ
ン
理
事
長
官
府
が
各

第
六
砲
兵
隊
が
配
備
さ
れ
、
カ
ウ
川
の
鉄
道
橋
守
備
だ
け
で
は
な
く
、
ハ
ノ
イ
防
衛
の
前
線

と
い
う
役
割
も
与
え
ら
れ
て
い
た
（
図
八
、
図
九
）。

一
九
〇
七
年
、
第
三
軍
管
区
師
団
が
駐
屯
す
る
ラ
ン
ソ
ン
で
は
国
境
の
防
衛
強
化
が
行
わ

れ
た
。
こ
れ
は
孫
文
の
中
国
革
命
同
盟
会
に
参
加
し
た
黄
明
堂
が
ド
ン
ダ
ン
の
対
岸
に
位
置

す
る
鎮
南
関
の
砲
台
を
襲
撃
し
た
た
め
だ
っ
た
。
こ
の
攻
撃
に
は
孫
文
自
身
も
参
加
し
て
い

た
が
、
清
の
広
西
軍
が
四
〇
〇
〇
人
の
軍
勢
で
革
命
軍
を
包
囲
し
た
た
め
、
孫
文
た
ち
は
国

境
を
越
え
て
ラ
ン
ソ
ン
に
逃
亡
し
た
。
ラ
ン
ソ
ン
省
を
管
轄
と
す
る
第
三
軍
管
区
師
団
は

バ
ッ
ク
ニ
ン
の
第
二
旅
団
と
直
ち
に
国
境
地
帯
に
駐
屯
す
る
部
隊
を
再
編
し
、
ト
ン
キ
ン
領

内
に
潜
伏
す
る
革
命
軍
の
捜
索
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た二九
。

一
方
、
ラ
オ
カ
イ
軍
管
区
に
は
第
四
軍
管
区
師
団
が
駐
屯
し
て
い
た
。
ラ
オ
カ
イ
は
雲
南

へ
と
至
る
鉄
道
建
設
の
拠
点
だ
っ
た
が
、
中
国
側
で
は
た
び
た
び
鉄
道
建
設
に
反
対
す
る
暴

動
が
起
こ
っ
た
。
一
九
〇
三
年
に
は
ハ
ノ
イ
に
潜
伏
し
て
い
た
孫
文
の
扇
動
で
鉄
道
建
設
運

動
が
雲
南
で
起
こ
っ
た三〇
。
ま
た
、
一
九
〇
八
年
に
は
鎮
南
関
で
の
武
装
蜂
起
に
失
敗
し
た
中

国
革
命
同
盟
会
の
黄
明
堂
が
胡
漢
民
ら
と
ラ
オ
カ
イ
の
対
岸
に
あ
る
中
国
領
の
河
口
砲
台
を

占
拠
し
て
蒙
自
に
進
軍
す
る
と
い
う
事
件
（
河
口
事
件
）
が
起
こ
っ
た三一
。
ラ
オ
カ
イ
軍
管
区

で
は
急
遽
、
ハ
ノ
イ
に
駐
屯
し
て
い
た
第
一
ト
ン
キ
ン
狙
撃
兵
連
隊
の
四
中
隊
を
派
遣
し
て

国
境
警
備
を
強
化
し
た三二
。
一
方
、
中
国
領
内
で
は
清
国
軍
が
革
命
軍
を
攻
撃
し
た
た
め
、
黄

は
六
〇
〇
名
の
部
下
を
率
い
て
ト
ン
キ
ン
領
内
に
退
却
し
た
。
革
命
軍
は
ラ
オ
カ
イ
軍
管
区

で
武
装
解
除
さ
れ
、
黄
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
追
放
さ
れ
た
。

娼
館
で
働
く
日
本
人
女
性
た
ち
は
、
こ
う
し
た
紛
争
の
最
前
線
に
い
た
。
ダ
ッ
プ
カ
ウ
や

ラ
オ
カ
イ
に
駐
留
し
て
い
た
軍
人
や
そ
の
関
係
者
の
人
口
は
不
明
で
あ
る
が
、
第
二
旅
団
司

令
部
が
置
か
れ
た
バ
ッ
ク
ニ
ン
や
、
軍
事
物
資
の
輸
送
拠
点
と
な
っ
た
ダ
ッ
プ
カ
ウ
で
は
か

な
り
の
数
に
上
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
を
示
す
の
が
当
時
、
ト
ン
キ
ン
で
販
売
さ
れ
て
い

た
絵
葉
書
で
あ
る
。
筆
者
が
所
有
す
る
ダ
ッ
プ
カ
ウ
の
絵
葉
書
は
三
種
類
で
い
ず
れ
も
軍
人
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図 10　  ダップカウの絵葉書（1909 年２月 21 日消印）
版元はパシニャ（M. Passignat）

図 12　  ダップカウの絵葉書（1907 年７月 12 日消印）
版元はジュルフィス（P. Dieulefi ls）

図 11　  ダップカウの絵葉書（1907 年５月消印）
版元はパシニャ（M. Passignat）

図 13　  バックニンの絵葉書（1906 年 10 月３日消印）
版元はパシニャ（M. Passignat）

図 14　  ランソンの絵葉書（1908 年 11 月 21 日消印）
版元はパシニャ（M. Passignat）

図 15　  イェンバイの絵葉書（通信欄に 1906 年 12 月
２日と明記）版元はパシニャ（M. Passignat）

図 16　  フーラントゥオンの絵葉書（未使用）L の部
分に日本人女性の写真（図７）が使われてい
る。版元はパシニャ（M. Passignat）

図 17　  ラオカイの絵葉書（未使用）Y の部分に日本
人女性の写真（図７）が使われている。版元
はパシニャ（M. Passignat）
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バ
ッ
ク
ニ
ン
、
ダ
ッ
プ
カ
ウ
、
フ
ー
ラ
ン
ト
ゥ
オ
ン
に
は
第
二
旅
団
の
各
部
隊
が
駐
留
し
、

ラ
ン
ソ
ン
に
は
第
三
軍
管
区
師
団
の
部
隊
が
展
開
し
て
い
た
。
ま
た
、
ハ
ノ
イ

－

ラ
オ
カ
イ

路
線
上
の
イ
ェ
ン
バ
イ
は
第
一
旅
団
の
部
隊
、
ラ
オ
カ
イ
に
は
第
四
軍
管
区
師
団
が
駐
屯
し

て
い
た
。
こ
れ
ら
の
部
隊
は
ト
ン
キ
ン
の
山
岳
地
帯
の
防
衛
を
担
う
、
イ
ン
ド
シ
ナ
軍
の
中

核
的
存
在
だ
っ
た
。

ト
ン
キ
ン
の
日
本
人
娼
館
で
働
く
女
性
で
居
住
申
告
書
か
ら
氏
名
な
ど
が
判
明
し
た
の
は

二
三
名
だ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
出
生
地
が
分
か
る
女
性
は
十
五
名
と
な
っ
た
。
こ
の
十
五
名

の
女
性
た
ち
は
み
な
九
州
出
身
だ
っ
た
。
天
草
出
身
の
オ
サ
ヨ
（
表
二

－

三
番
）、
オ
セ
イ

（
五
番
）、
シ
ゲ
ノ
（
十
五
番
）、
オ
テ
イ
（
十
六
番
）、
オ
チ
ク
（
十
七
番
）
は
天
草
か
ら
熊

本
を
経
て
ラ
オ
カ
イ
に
き
て
い
た
。
島
原
出
身
の
オ
チ
ヨ
ノ
（
二
番
）、
オ
チ
ワ
（
四
番
）、

オ
カ
マ
（
九
番
）
は
長
崎
か
ら
ラ
オ
カ
イ
に
入
っ
て
い
た
。
表
三
の
ハ
イ
フ
ォ
ン
出
入
国
記

録
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
娼
館
で
働
く
女
性
た
ち
は
香
港
か
ら
船
に
乗
っ
て
ハ
イ
フ
ォ
ン
に

入
港
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
当
時
、
香
港

－

ハ
イ
フ
ォ
ン
間
の
航
路
を
使
用
し
て
日
本
人

女
性
を
ト
ン
キ
ン
に
送
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
お
そ
ら

く
天
草
や
島
原
の
女
性
た
ち
も
長
崎
や
熊
本
か
ら
香
港
に
入
り
、
同
様
の
ル
ー
ト
で
ハ
イ

フ
ォ
ン
に
入
港
し
た
の
だ
ろ
う
。

ハ
イ
フ
ォ
ン
に
入
港
し
た
日
本
人
女
性
は
、
娼
館
の
主
人
や
手
配
人
に
伴
わ
れ
て
入
国
す

る
場
合
も
あ
れ
ば
、
女
性
た
ち
だ
け
で
入
国
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
後
者
の
場
合
、
ハ
イ

フ
ォ
ン
で
娼
館
の
主
人
や
手
配
人
と
合
流
し
、
彼
ら
に
伴
わ
れ
て
ト
ン
キ
ン
各
地
に
赴
い

た
。
こ
の
移
動
に
は
鉄
道
が
利
用
さ
れ
た
。
ま
た
当
時
、
ト
ン
キ
ン
の
日
本
人
娼
館
で
働
く

女
性
を
顧
客
と
す
る
キ
ン
ザ
ブ
ロ
ウ
（
史
料
四
）
の
よ
う
な
商
人
も
い
た
。
こ
う
し
た
商
人

も
ま
た
鉄
道
を
利
用
し
て
行
商
を
行
な
っ
て
い
た
。
娼
館
で
働
く
女
性
た
ち
も
ト
ン
キ
ン
内

部
で
移
動
し
て
い
た
。
例
え
ば
キ
エ
ン
ア
ン
省
（
現
ハ
イ
フ
ォ
ン
）
の
娼
館
で
働
く
三
名
の

女
性
は
ハ
ノ
イ
の
娼
館
か
ら
移
っ
て
い
た
（
史
料
六
）。
ま
た
、
ラ
オ
カ
イ
で
働
く
オ
ハ
ナ

地
の
行
政
機
関
に
依
頼
し
た
の
は
日
本
人
の
調
査
で
あ
り
、
娼
館
で
働
く
人
々
を
主
題
と
し

て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
結
果
的
に
娼
館
関
連
の
情
報
が
最
も
多
く
な
っ

た
。
こ
れ
は
当
時
、
ト
ン
キ
ン
に
居
住
し
て
い
た
日
本
人
の
多
く
が
こ
う
し
た
職
種
に
従
事

す
る
人
々
だ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

史
料
を
み
る
限
り
、
日
本
人
娼
館
は
一
九
〇
〇
年
前
後
か
ら
ト
ン
キ
ン
で
営
業
を
行
な
っ

て
い
た
。
こ
の
時
期
の
ト
ン
キ
ン
は
ポ
ー
ル
・
ド
ゥ
メ
ー
ル
総
督
に
よ
る
開
発
が
急
ピ
ッ
チ

で
進
め
ら
れ
て
い
た
。
ハ
ノ
イ
の
都
市
開
発
は
サ
イ
ゴ
ン
か
ら
首
都
機
能
の
移
転
さ
せ
る
た

め
だ
っ
た
が
、
ド
ゥ
メ
ー
ル
は
こ
の
事
業
を
促
進
さ
せ
る
目
的
で
一
九
〇
二
年
に
ハ
ノ
イ
博

覧
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
し
た
。
一
九
〇
〇
年
前
後
の
ハ
ノ
イ
は
大
規
模
な
建
設
が
そ
こ
か

し
こ
で
行
わ
れ
、
大
量
の
労
働
者
が
働
い
て
い
た
。
こ
う
し
た
中
、
ハ
ノ
イ
の
キ
ュ
イ
ー
ブ

通
り
や
タ
ー
ス
通
り
で
日
本
人
娼
館
が
営
ま
れ
た
。

一
八
九
九
年
か
ら
は
ド
ゥ
メ
ー
ル
の
鉄
道
建
設
事
業
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
た
。
ハ
ノ
イ

か
ら
バ
ッ
ク
ニ
ン
、
バ
ッ
ク
ザ
ン
、
ラ
ン
ソ
ン
を
経
て
中
国
国
境
の
ド
ン
ダ
ン
に
至
る
ハ
ノ

イ

－

ド
ン
ダ
ン
路
線
は
一
九
〇
二
年
に
完
成
し
、
港
湾
都
市
の
ハ
イ
フ
ォ
ン
か
ら
ハ
ノ
イ
ま

で
の
路
線
も
一
九
〇
二
年
に
は
完
成
し
た
。
一
九
〇
一
年
か
ら
は
ハ
ノ
イ
か
ら
中
国
の
雲
南

に
い
た
る
路
線
の
工
事
が
始
ま
り
、
一
九
〇
四
年
に
は
イ
ェ
ン
バ
イ
、
一
九
〇
六
年
に
は
中

国
国
境
の
ラ
オ
カ
イ
ま
で
路
線
が
開
通
し
た
。
こ
う
し
た
鉄
道
路
線
の
開
通
に
伴
っ
て
、
日

本
人
娼
館
は
地
方
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。
一
九
〇
七
年
ご
ろ
に
は
、
ハ
ノ
イ

－

ド
ン
ダ
ン
路

線
の
バ
ッ
ク
ニ
ン
、
ダ
ッ
プ
カ
ウ
、
フ
ー
ラ
ン
ト
ゥ
オ
ン
、
ラ
ン
ソ
ン
で
日
本
人
娼
館
が
営

業
し
、
ハ
イ
フ
ォ
ン

－

ハ
ノ
イ
路
線
の
ハ
イ
フ
ォ
ン
（
キ
エ
ン
ア
ン
）、
ハ
ノ
イ

－

ラ
オ
カ

イ
路
線
の
イ
ェ
ン
バ
イ
や
ラ
オ
カ
イ
に
も
娼
館
が
作
ら
れ
た
。

日
本
人
娼
館
が
置
か
れ
た
鉄
道
路
線
上
の
地
方
の
町
は
、
ト
ン
キ
ン
に
駐
留
し
て
い
る
フ

ラ
ン
ス
軍
の
拠
点
で
も
あ
っ
た
。
ハ
イ
フ
ォ
ン
に
は
海
軍
の
基
地
が
あ
り
、
ハ
ノ
イ
に
は
第

一
師
団
旗
下
の
第
一
旅
団
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。
ハ
ノ
イ

－

ド
ン
ダ
ン
路
線
上
に
あ
っ
た
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バ
ッ
ク
ニ
ン
、
ダ
ッ
プ
カ
ウ
、
フ
ー
ラ
ン
ト
ゥ
オ
ン
に
は
第
二
旅
団
の
各
部
隊
が
駐
留
し
、

ラ
ン
ソ
ン
に
は
第
三
軍
管
区
師
団
の
部
隊
が
展
開
し
て
い
た
。
ま
た
、
ハ
ノ
イ

－

ラ
オ
カ
イ

路
線
上
の
イ
ェ
ン
バ
イ
は
第
一
旅
団
の
部
隊
、
ラ
オ
カ
イ
に
は
第
四
軍
管
区
師
団
が
駐
屯
し

て
い
た
。
こ
れ
ら
の
部
隊
は
ト
ン
キ
ン
の
山
岳
地
帯
の
防
衛
を
担
う
、
イ
ン
ド
シ
ナ
軍
の
中

核
的
存
在
だ
っ
た
。

ト
ン
キ
ン
の
日
本
人
娼
館
で
働
く
女
性
で
居
住
申
告
書
か
ら
氏
名
な
ど
が
判
明
し
た
の
は

二
三
名
だ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
出
生
地
が
分
か
る
女
性
は
十
五
名
と
な
っ
た
。
こ
の
十
五
名

の
女
性
た
ち
は
み
な
九
州
出
身
だ
っ
た
。
天
草
出
身
の
オ
サ
ヨ
（
表
二

－

三
番
）、
オ
セ
イ

（
五
番
）、
シ
ゲ
ノ
（
十
五
番
）、
オ
テ
イ
（
十
六
番
）、
オ
チ
ク
（
十
七
番
）
は
天
草
か
ら
熊

本
を
経
て
ラ
オ
カ
イ
に
き
て
い
た
。
島
原
出
身
の
オ
チ
ヨ
ノ
（
二
番
）、
オ
チ
ワ
（
四
番
）、

オ
カ
マ
（
九
番
）
は
長
崎
か
ら
ラ
オ
カ
イ
に
入
っ
て
い
た
。
表
三
の
ハ
イ
フ
ォ
ン
出
入
国
記

録
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
娼
館
で
働
く
女
性
た
ち
は
香
港
か
ら
船
に
乗
っ
て
ハ
イ
フ
ォ
ン
に

入
港
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
当
時
、
香
港

－

ハ
イ
フ
ォ
ン
間
の
航
路
を
使
用
し
て
日
本
人

女
性
を
ト
ン
キ
ン
に
送
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
お
そ
ら

く
天
草
や
島
原
の
女
性
た
ち
も
長
崎
や
熊
本
か
ら
香
港
に
入
り
、
同
様
の
ル
ー
ト
で
ハ
イ

フ
ォ
ン
に
入
港
し
た
の
だ
ろ
う
。

ハ
イ
フ
ォ
ン
に
入
港
し
た
日
本
人
女
性
は
、
娼
館
の
主
人
や
手
配
人
に
伴
わ
れ
て
入
国
す

る
場
合
も
あ
れ
ば
、
女
性
た
ち
だ
け
で
入
国
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
後
者
の
場
合
、
ハ
イ

フ
ォ
ン
で
娼
館
の
主
人
や
手
配
人
と
合
流
し
、
彼
ら
に
伴
わ
れ
て
ト
ン
キ
ン
各
地
に
赴
い

た
。
こ
の
移
動
に
は
鉄
道
が
利
用
さ
れ
た
。
ま
た
当
時
、
ト
ン
キ
ン
の
日
本
人
娼
館
で
働
く

女
性
を
顧
客
と
す
る
キ
ン
ザ
ブ
ロ
ウ
（
史
料
四
）
の
よ
う
な
商
人
も
い
た
。
こ
う
し
た
商
人

も
ま
た
鉄
道
を
利
用
し
て
行
商
を
行
な
っ
て
い
た
。
娼
館
で
働
く
女
性
た
ち
も
ト
ン
キ
ン
内

部
で
移
動
し
て
い
た
。
例
え
ば
キ
エ
ン
ア
ン
省
（
現
ハ
イ
フ
ォ
ン
）
の
娼
館
で
働
く
三
名
の

女
性
は
ハ
ノ
イ
の
娼
館
か
ら
移
っ
て
い
た
（
史
料
六
）。
ま
た
、
ラ
オ
カ
イ
で
働
く
オ
ハ
ナ

地
の
行
政
機
関
に
依
頼
し
た
の
は
日
本
人
の
調
査
で
あ
り
、
娼
館
で
働
く
人
々
を
主
題
と
し

て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
結
果
的
に
娼
館
関
連
の
情
報
が
最
も
多
く
な
っ

た
。
こ
れ
は
当
時
、
ト
ン
キ
ン
に
居
住
し
て
い
た
日
本
人
の
多
く
が
こ
う
し
た
職
種
に
従
事

す
る
人
々
だ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

史
料
を
み
る
限
り
、
日
本
人
娼
館
は
一
九
〇
〇
年
前
後
か
ら
ト
ン
キ
ン
で
営
業
を
行
な
っ

て
い
た
。
こ
の
時
期
の
ト
ン
キ
ン
は
ポ
ー
ル
・
ド
ゥ
メ
ー
ル
総
督
に
よ
る
開
発
が
急
ピ
ッ
チ

で
進
め
ら
れ
て
い
た
。
ハ
ノ
イ
の
都
市
開
発
は
サ
イ
ゴ
ン
か
ら
首
都
機
能
の
移
転
さ
せ
る
た

め
だ
っ
た
が
、
ド
ゥ
メ
ー
ル
は
こ
の
事
業
を
促
進
さ
せ
る
目
的
で
一
九
〇
二
年
に
ハ
ノ
イ
博

覧
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
し
た
。
一
九
〇
〇
年
前
後
の
ハ
ノ
イ
は
大
規
模
な
建
設
が
そ
こ
か

し
こ
で
行
わ
れ
、
大
量
の
労
働
者
が
働
い
て
い
た
。
こ
う
し
た
中
、
ハ
ノ
イ
の
キ
ュ
イ
ー
ブ

通
り
や
タ
ー
ス
通
り
で
日
本
人
娼
館
が
営
ま
れ
た
。

一
八
九
九
年
か
ら
は
ド
ゥ
メ
ー
ル
の
鉄
道
建
設
事
業
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
た
。
ハ
ノ
イ

か
ら
バ
ッ
ク
ニ
ン
、
バ
ッ
ク
ザ
ン
、
ラ
ン
ソ
ン
を
経
て
中
国
国
境
の
ド
ン
ダ
ン
に
至
る
ハ
ノ

イ

－

ド
ン
ダ
ン
路
線
は
一
九
〇
二
年
に
完
成
し
、
港
湾
都
市
の
ハ
イ
フ
ォ
ン
か
ら
ハ
ノ
イ
ま

で
の
路
線
も
一
九
〇
二
年
に
は
完
成
し
た
。
一
九
〇
一
年
か
ら
は
ハ
ノ
イ
か
ら
中
国
の
雲
南

に
い
た
る
路
線
の
工
事
が
始
ま
り
、
一
九
〇
四
年
に
は
イ
ェ
ン
バ
イ
、
一
九
〇
六
年
に
は
中

国
国
境
の
ラ
オ
カ
イ
ま
で
路
線
が
開
通
し
た
。
こ
う
し
た
鉄
道
路
線
の
開
通
に
伴
っ
て
、
日

本
人
娼
館
は
地
方
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。
一
九
〇
七
年
ご
ろ
に
は
、
ハ
ノ
イ

－

ド
ン
ダ
ン
路

線
の
バ
ッ
ク
ニ
ン
、
ダ
ッ
プ
カ
ウ
、
フ
ー
ラ
ン
ト
ゥ
オ
ン
、
ラ
ン
ソ
ン
で
日
本
人
娼
館
が
営

業
し
、
ハ
イ
フ
ォ
ン

－
ハ
ノ
イ
路
線
の
ハ
イ
フ
ォ
ン
（
キ
エ
ン
ア
ン
）、
ハ
ノ
イ

－

ラ
オ
カ

イ
路
線
の
イ
ェ
ン
バ
イ
や
ラ
オ
カ
イ
に
も
娼
館
が
作
ら
れ
た
。

日
本
人
娼
館
が
置
か
れ
た
鉄
道
路
線
上
の
地
方
の
町
は
、
ト
ン
キ
ン
に
駐
留
し
て
い
る
フ

ラ
ン
ス
軍
の
拠
点
で
も
あ
っ
た
。
ハ
イ
フ
ォ
ン
に
は
海
軍
の
基
地
が
あ
り
、
ハ
ノ
イ
に
は
第

一
師
団
旗
下
の
第
一
旅
団
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。
ハ
ノ
イ

－

ド
ン
ダ
ン
路
線
上
に
あ
っ
た
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た
。
せ
っ
か
く
天
草
に
来
た
の
だ
し
、
資
料
館
は
観
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と

立
ち
寄
る
こ
と
に
し
た
。
展
示
品
を
い
ろ
い
ろ
と
鑑
賞
し
て
、
ふ
と
、
か
ら
ゆ
き
さ
ん
に
関

す
る
も
の
が
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
。
そ
こ
で
、
資
料
館
の
受
付
で
「
か
ら
ゆ
き
さ
ん
の
資

料
は
こ
こ
に
は
な
い
の
で
す
か
」
と
尋
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、
す
ぐ
に
学
芸
員
の
方
が
出
て
き

て
対
応
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
し
て
、
資
料
館
に
は
か
ら
ゆ
き
さ
ん
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た

資
料
が
な
い
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
の
後
は
天
草
の
食
べ
物
が
美
味
し
い
な
ど
、

よ
も
や
ま
話
を
し
た
の
だ
が
、
そ
の
と
き
ふ
と
「
本
渡
で
ど
こ
に
宿
泊
さ
れ
て
い
る
の
で
す

か
」
と
尋
ね
ら
れ
た
。
私
が
旅
館
の
名
前
を
伝
え
る
と
、
学
芸
員
の
方
は
笑
顔
に
な
り
、

「
そ
の
旅
館
の
お
か
み
さ
ん
の
大
久
保
さ
ん
は
、
天
草
で
か
ら
ゆ
き
さ
ん
の
こ
と
を
調
べ
て

お
ら
れ
る
有
名
な
方
で
す
よ
。
大
久
保
さ
ん
に
お
話
し
を
聞
か
れ
る
の
が
一
番
で
す
よ
」
と

助
言
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
調
査
を
目
的
と
し
て
天
草
に
来
た
わ
け
で
も
な
く
、
ふ
と
立
ち

寄
っ
た
資
料
館
、
な
に
げ
な
く
ネ
ッ
ト
で
予
約
し
た
旅
館
が
ラ
オ
カ
イ
の
日
本
人
女
性
た
ち

と
つ
な
が
っ
た
こ
と
に
驚
く
と
同
時
に
、
な
に
か
運
命
的
な
も
の
を
感
じ
た
。

さ
っ
そ
く
、
宿
に
帰
っ
て
お
話
を
伺
え
な
い
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
大
久
保
さ
ん
は
こ
こ
ろ

よ
く
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
。
大
久
保
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
て
、
も
っ
と
も
シ
ョ
ッ
ク
を

受
け
た
の
は
山
崎
朋
子
の
『
サ
ン
ダ
カ
ン
八
番
娼
館
』
が
出
版
さ
れ
、
そ
れ
が
映
画
化
さ
れ

た
こ
ろ
か
ら
カ
メ
ラ
を
も
っ
た
人
々
が
天
草
を
訪
れ
、「
か
ら
ゆ
き
さ
ん
探
し
」
を
し
て
い

た
と
い
う
事
実
だ
っ
た
。
大
久
保
さ
ん
は
私
に
、
天
草
で
は
「
か
ら
ゆ
き
」
と
い
う
言
葉
が

男
女
を
問
わ
ず
海
外
に
出
稼
ぎ
に
出
て
い
た
人
を
指
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
性
産

業
に
従
事
し
て
い
た
女
性
だ
け
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
と
教
え
て
く
だ
さ
っ
た三三
。
そ
し
て

天
草
の
人
た
ち
が
、
か
ら
ゆ
き
さ
ん
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
か
を
知
り
た
け
れ
ば
、

あ
る
お
堂
を
見
れ
ば
わ
か
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

翌
日
、
私
は
大
久
保
さ
ん
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た
場
所
に
向
か
っ
て
車
を
走
ら
せ
た
。

そ
の
お
堂
は
国
道
沿
い
に
ひ
っ
そ
り
と
立
っ
て
い
た
。
ト
タ
ン
を
貼
り
付
け
た
壁
と
瓦
の
屋

（
表
二

－

六
番
）
は
ハ
イ
フ
ォ
ン
か
ら
ラ
オ
カ
イ
に
移
転
し
、
イ
ェ
ン
バ
イ
で
働
く
オ
キ
ワ

（
二
一
番
）
や
オ
ハ
ロ
（
二
二
番
）
は
ど
こ
か
ら
移
転
し
た
の
か
は
不
明
な
も
の
の
、
ト
ン

キ
ン
の
い
ず
れ
か
の
場
所
か
ら
イ
ェ
ン
バ
イ
に
移
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
移
動
も
鉄
道
を

利
用
し
て
い
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

海
外
航
路
の
寄
港
地
で
あ
っ
た
ハ
イ
フ
ォ
ン
、
大
規
模
な
都
市
開
発
が
行
わ
れ
て
い
た
ハ

ノ
イ
、
中
国
の
広
西
省
や
雲
南
省
に
接
続
す
る
た
め
の
鉄
道
建
設
、
山
岳
地
帯
に
お
け
る
軍

事
活
動
が
ト
ン
キ
ン
に
お
け
る
日
本
人
娼
館
を
成
立
さ
せ
た
。
日
本
を
出
国
し
た
女
性
た
ち

は
、
香
港
を
経
由
し
て
ハ
イ
フ
ォ
ン
に
着
き
、
建
設
さ
れ
た
ば
か
り
の
鉄
道
に
乗
っ
て
各
地

の
娼
館
へ
と
移
動
し
た
。
そ
こ
は
ハ
ノ
イ
や
ハ
イ
フ
ォ
ン
と
い
っ
た
都
市
ば
か
り
で
は
な

く
、
山
岳
地
帯
と
い
う
開
発
と
紛
争
の
最
前
線
で
も
あ
っ
た
。
彼
女
た
ち
が
こ
う
し
た
場
所

で
ど
の
よ
う
な
生
活
を
営
ん
で
い
た
の
か
史
料
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
が
、

一
九
〇
〇
年
代
に
ト
ン
キ
ン
で
発
行
さ
れ
た
日
本
人
女
性
の
絵
葉
書
を
見
れ
ば
、
彼
女
た
ち

が
ト
ン
キ
ン
社
会
の
中
で
性
的
な
消
費
の
対
象
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か

だ
。
彼
女
た
ち
は
、
そ
の
身
体
だ
け
で
は
な
く
、
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
も
性
的
に
消
費
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

後
記

二
〇
一
八
年
の
夏
、
私
は
妻
と
共
に
私
費
で
天
草
に
出
向
い
た
。
本
渡
で
宿
を
と
り
、
カ

メ
ラ
を
片
手
に
風
景
写
真
を
撮
り
な
が
ら
レ
ン
タ
カ
ー
で
下
島
を
め
ぐ
り
、
フ
ェ
リ
ー
に

乗
っ
て
島
原
に
も
足
を
運
ん
だ
。
妻
が
天
草
だ
っ
た
ら
住
ん
で
み
た
い
、
と
い
う
ほ
ど
そ
こ

は
魅
力
的
な
場
所
だ
っ
た
。
私
が
天
草
を
訪
問
し
よ
う
と
思
っ
た
の
は
、
け
っ
し
て
か
ら
ゆ

き
さ
ん
の
調
査
を
す
る
た
め
で
は
な
か
っ
た
。
百
年
以
上
前
に
ラ
オ
カ
イ
の
娼
館
で
働
い
て

い
た
女
性
た
ち
の
故
郷
に
自
分
の
足
で
立
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
だ
け
だ
っ
た
。

本
渡
を
散
歩
し
て
い
る
と
き
、
天
草
市
立
本
渡
歴
史
民
俗
資
料
館
と
い
う
看
板
を
み
つ
け
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の
中
で
彼
女
た
ち
は
天
草
の
女
性
像
と
一
体
化
し
て
い
る
。

謝
辞

本
論
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
天
草
の
大
久
保
美
喜
子
さ
ん
に
は
貴
重
な
お
話
を
聞
か
せ

て
頂
い
た
。
ま
た
、
大
阪
大
学
外
国
語
学
部
の
岡
田
友
和
氏
に
は
仏
領
ハ
ノ
イ
の
通
り
名
か

ら
現
在
の
通
り
名
を
ご
教
授
い
た
だ
く
と
同
時
に
、
一
部
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
翻
訳
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
頂
い
た
。
ま
た
、
本
論
の
も
と
と
な
っ
た
フ
ラ
ン
ス
で
の
史
料
調
査
は
科
研
番
号

23251004

に
よ
る
。
伏
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。
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／
清
水
洋
・
平
川
均
（
一
九
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八
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）『
か
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ゆ
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さ
ん
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経
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進
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世
界
経
済
の
中
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル-

日
本
関
係

史
』
コ
モ
ン
ズ
／
巌
本
新
奈
（
二
〇
一
五
年
）『
か
ら
ゆ
き
さ
ん

－

海
外
〈
出
稼
ぎ
〉

女
性
の
近
代
』
共
栄
書
房
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（
蔡
史
君
、
早
瀬
晋
三
監
訳
、
藤
沢
邦

根
か
ら
な
る
小
屋
の
よ
う
な
お
堂
の
前
に

は
小
さ
な
鳥
居
が
あ
っ
た
。
鳥
居
を
抜

け
、
お
堂
に
一
礼
し
た
後
で
ス
テ
ン
レ
ス

製
の
引
き
戸
に
触
る
と
鍵
は
か
け
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
。
恐
る
恐
る
引
き
戸
を
開
け

る
と
、
お
堂
の
中
に
は
数
体
の
地
蔵
と
共

に
和
服
姿
の
女
性
を
模
っ
た
木
像
が
祀
ら

れ
、
そ
の
前
に
は
青
々
と
し
た
樒
が
供
え

ら
れ
て
い
た
（
図
十
八
）。
蓮
華
座
の
上

に
凛
と
立
つ
女
性
像
を
み
て
私
は
思
わ
ず

息
を
呑
ん
だ
。
そ
し
て
、
自
分
の
内
側
に

あ
っ
た
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
も
の
が
晴
れ
て
い

く
の
を
感
じ
た
。
社
会
の
底
辺
で
苦
し
み
、
誰
か
ら
も
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
女
性

と
い
う
か
ら
ゆ
き
さ
ん
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
そ
の
女
性
像
を
見
た
こ
と
で
溶
解
し
て
い
っ
た
。

そ
し
て
徐
々
に
「
救
わ
れ
た
」
と
い
う
感
情
が
湧
き
上
が
っ
た
。
そ
の
救
い
が
ラ
オ
カ
イ
の

女
性
た
ち
に
対
し
て
な
の
か
、
あ
る
い
は
自
分
に
対
し
て
な
の
か
は
分
か
ら
な
か
っ
た
。
た

だ
そ
の
像
を
前
に
し
て
「
救
わ
れ
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